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僧
侶
と
隠
逸
表
現

│
受
容
と
再
構
築

│

田 　

 

云 

明

  

は
じ
め
に

　

日
中
文
化
交
流
に
お
い
て
、
仏
教
者
に
よ
る
文
化
導
入
の
重
要
性
が
日
本
の

特
性
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

１
）。

渡
唐
し
た
留
学
僧
は
、
留
学
生
と
と
も
に
国

か
ら
派
遣
さ
れ
た
知
的
エ
リ
ー
ト
と
し
て
、
仏
教
経
典
を
研
鑚
す
る
の
み
な
ら

ず
、
内
典
・
外
典
を
含
む
中
国
典
籍
を
日
本
に
も
た
ら
し
、
中
国
本
土
の
文
学

作
品
や
宗
教
思
想
を
い
ち
早
く
渉
覧
す
る
機
会
も
与
え
ら
れ
た
。
彼
ら
の
文
壇

で
の
活
躍
ぶ
り
は
、
す
で
に
『
懐
風
藻
』
な
ど
の
漢
詩
集
に
現
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
僧
侶
に
よ
る
詩
作
に
隠
逸
志
向
を
表
わ
す
字
句
が

少
な
か
ら
ず
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
隠
逸
と
は
出
仕
と
対
極
に
あ
る

概
念
で
、「
政
治
か
ら
逃
避
し
て
自
己
の
安
全
を
求
め
る
思
想
が
根
本
で
あ（

２
）

」

る
が
、
そ
の
意
味
は
脱
政
治
や
反
官
界
と
い
う
本
義
か
ら
、
社
会
秩
序
に
よ
る

束
縛
や
世
俗
の
煩
累
か
ら
の
離
脱
に
ま
で
拡
大
し
た（

３
）。

こ
こ
で
い
う
隠
逸
表
現

と
は
、
官
界
な
い
し
社
会
秩
序
へ
の
嫌
悪
に
よ
る
仕
官
拒
否
、
さ
ら
に
社
会
全

般
、
世
俗
か
ら
の
離
脱
願
望
を
表
わ
す
言
葉
、
及
び
身
心
と
も
に
安
ら
ぐ
境
地

へ
の
憧
憬
を
表
わ
す
言
葉
を
指
す
。
確
か
に
世
俗
を
否
定
す
る
点
に
お
い
て
、

隠
逸
と
出
家
は
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
竹
林
七
賢
の
竹
林
、
陶

淵
明
の
田
園
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
隠
者
が
目
指
す
理
想
境
は
現
世
に
と
ど

ま
る
の
に
対
し
、
仏
教
信
仰
の
僧
侶
が
目
指
す
の
は
来
世
、
浄
土
で
あ
る
。
現

世
志
向
と
来
世
志
向
と
、
両
者
の
方
向
性
は
異
な
る
。
中
国
で
は
、
隠
逸
が
古

く
か
ら
あ
る
伝
統
で
あ
る
た
め
、
儒
・
仏
・
老
の
三
教
融
合
、
混
在
が
あ
っ
て

も
、
隠
者
と
僧
侶
の
混
同
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
に
お
い
て
は
隠

逸
の
伝
統
が
な
く
、
隠
者
と
い
う
存
在
は
主
に
中
国
か
ら
請
来
さ
れ
た
文
学
作

品
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
実
在
の
隠
者
は
、『
懐
風
藻
』
の
詩

人
・
帰
化
人
系
の
隠
士
民
黒
人
が
挙
げ
ら
れ
る
く
ら
い
で
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
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等
し
い
。
こ
う
し
た
情
況
の
な
か
で
、
仏
教
修
行
の
僧
侶
が
隠
逸
志
向
を
詩
作

に
詠
み
込
む
こ
と
は
、
当
時
の
僧
侶
が
隠
者
と
い
う
観
念
上
の
存
在
と
同
一
視

さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
公
的
文
化
伝
播
者
・
布
教
者
と
い
う
特

殊
な
立
場
に
置
か
れ
た
僧
侶
に
注
目
し
、
彼
ら
の
詩
作
、
彼
ら
に
纏
わ
る
僧
伝

に
現
わ
れ
た
隠
逸
表
現
、
及
び
同
じ
く
文
壇
で
活
躍
す
る
宮
廷
人
の
詩
作
に
見

ら
れ
る
僧
侶
観
に
つ
い
て
考
察
し
、
文
学
表
現
に
お
け
る
僧
侶
と
隠
者
の
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
日
本
に
お
け
る
隠
逸
文
学
の
受
容
と
再
構
築
に
お
け
る
僧
侶
の

役
割
を
究
明
し
た
い
。

一 

反
俗
的
詩
僧

│
『
懐
風
藻
』
僧
伝
と
僧
詩
を
め
ぐ
って

　

皇
族
や
貴
族
官
僚
が
中
心
と
な
っ
て
編
ま
れ
た
『
懐
風
藻
』（
七
五
一
年

成
立
）
に
は
、
釈
智
蔵
二
首
、
釈
辨
正
二
首
、
釈
道
慈
二
首
、
釈
道
融
五
首

（
四
首
欠
）
の
仏
家
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
作
者
が
六
十
四
人
、
計

百
二
十
首
の
な
か
に
あ
っ
て
、
数
が
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
一
角
を
占
め

て
い
る
。
し
か
も
、『
懐
風
藻
』
に
は
九
人
の
作
者
伝
記
が
残
さ
れ
て
い
る
な

か
、
こ
の
仏
家
詩
の
作
者
四
人
に
は
い
ず
れ
も
卒
伝
が
付
い
て
お
り（

４
）、「

編
者

が
僧
侶
に
対
し
て
特
別
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と（

５
）」

を
示
し
て
い
る
。
四
僧

伝
の
共
通
点
と
し
て
、
唐
へ
の
留
学
（
道
融
を
除
く
）、
漢
学
に
通
じ
て
い
る
こ

と
、
唐
ま
た
は
日
本
の
天
子
あ
る
い
は
皇
后
か
ら
優
遇
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て

脱
俗
性
・
反
俗
性
が
挙
げ
ら
れ
る（

６
）。『

懐
風
藻
』
の
編
者
が
四
人
の
僧
侶
の
共

通
点
、
と
く
に
僧
侶
の
本
質
と
し
て
の
脱
俗
性
・
反
俗
性
に
深
い
関
心
を
も
っ

て
、
そ
の
作
品
を
収
め
、
僧
伝
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

７
）。

石
田
茂
作
氏
「
奈

良
朝
現
在
一
切
経
疏
目
録
」
に
よ
る
と
、
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
に
書
写
さ

れ
た
僧
伝
類
と
し
て
、『
続
高
僧
伝
』『
弘
明
集
』『
広
弘
明
集
』
な
ど
が
見
え
、

天
平
十
四
年
（
七
四
二
）
に
は
、『
高
僧
伝
』
が
見
え
る（

８
）。

こ
れ
ら
中
国
撰
述

僧
伝
の
大
量
の
渡
来
と
書
写
と
を
背
景
と
し
て
、
日
本
に
お
い
て
、『
懐
風
藻
』

僧
伝
を
含
む
初
期
僧
伝
が
続
々
と
撰
述
さ
れ
た
と
い
う（

９
）。『

懐
風
藻
』
僧
伝
と

中
国
高
僧
伝
類
、
と
く
に
『
続
高
僧
伝
』
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
小
島

憲
之
氏
に
よ
り
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る）

10
（

。
こ
こ
で
は
、『
懐
風
藻
』
僧
伝
に

見
ら
れ
る
脱
俗
性
・
反
俗
性
に
着
目
し
、
隠
者
を
彷
彿
と
さ
せ
る
僧
侶
像
、
及

び
詩
作
が
帯
び
る
隠
逸
志
向
に
つ
い
て
、
先
行
の
中
国
高
僧
伝
類
の
表
現
の
特

色
と
成
立
時
代
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
考
察
す
る
。

　

四
僧
伝
の
う
ち
と
り
わ
け
異
彩
を
放
つ
の
は
、
狂
人
を
装
う
智
蔵
と
い
え
よ

う
。「
日
本
最
初
の
詩
僧）

11
（

」
と
さ
れ
る
智
蔵
の
卒
伝
に
よ
る
と
、
智
蔵
法
師
は

天
智
天
皇
の
世
に
留
学
僧
と
し
て
渡
唐
し
、
呉
越
の
尼
僧
に
教
わ
っ
た
と
い
う
。

続
い
て
、
入
唐
期
間
の
奇
行
が
二
つ
記
さ
れ
て
い
る
。

六
七
年
中
。
學
業
穎
秀
。
同
伴
僧
等
。
頗
有
忌
害
之
心
。
法
師
察
之
。
計

全
軀
之
方
。
遂
被
髮
陽
狂
。
奔
蕩
道
路
。
密
寫
三
藏
要
義
。
盛
以
木
筒
。

著
漆
祕
封
。
負
擔
遊
行
。
同
伴
輕
蔑
。
以
爲
鬼
狂
。
遂
不
爲
害）

12
（

。
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六む
と
せ
な
な
と
せ

七
年
の
中う

ち

に
、
學が

く
げ
ふ
え
い
し
う

業
穎
秀
な
り
。
同ど

う
は
ん伴

の
僧
等ら

、
頗す

こ
ぶ

る
忌き

害が
い

の
心
有
り
。

法
師
察し

り
て
、
軀み

を
全ま

た

く
せ
む
方す

べ

を
計は

か

り
、
遂つ

ひ

に
被ひ

髮は
つ

陽や
う

狂き
や
うし

、
道
路
に

奔ほ
ん
た
う蕩

す
。
密し

の

び
に
三さ

ん
ざ
う藏

の
要え

う

義ぎ

を
寫う

つ

し
、
盛い

る
る
に
木も

く
と
う筒

を
以も

ち
ゐ
、
漆う

る
し

を

著つ

け
て
祕ひ

封ふ
う

し
、
負ふ

擔た
ん

遊ゆ

行ぎ
や
うす

。
同ど

う
は
ん
け
い
べ
つ

伴
輕
蔑
し
、
鬼き

狂き
や
うな

り
と
以お

も爲
ひ
、
遂

に
害が

い

を
爲な

さ
ず
。

　

一
つ
の
奇
行
は
、
学
業
に
優
れ
た
智
蔵
が
「
同
伴
の
僧
等
、
頗
る
忌
害
の

心
有
り
」
と
察
し
て
、「
遂
に
被
髮
陽
狂
し
、
道
路
に
奔
蕩
す
」
と
狂
人
の
ま

ね
を
し
て
身
の
安
全
を
図
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
被
髮
陽
狂
」
と
い
う
表
現
に

つ
い
て
は
、
山
口
敦
史
氏
が
『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
七
所
収
「
梁
陸
倕
誌
法

師
墓
碑
銘
」
に
記
録
さ
れ
た
僧
侶
宝
（
倕
）
誌
の
伝
「
被
髮
徒
跣
、
負
杖
挾
鏡
。

或
徵
索
酒
肴
、
或
數
日
不
食
。
豫
言
未
兆
（
被
髮
徒
跣
し
、
杖
を
負
い
鏡
を
挾

む
。
或
い
は
酒
肴
を
徵
索
し
、
或
い
は
數
日
食
わ
ず
。
未
兆
を
豫
言
す
）」
と
の
関

連
を
指
摘
し
た）

13
（

。
こ
こ
で
は
、
宝
誌
法
師
の
霊
異
の
強
調
と
し
て
、
ざ
ん
ば
ら

髪
で
裸
足
と
い
う
姿
が
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
楚
辞
章
句
』
巻

十
一
・
伝
賈
誼
作
「
惜
誓
」
の
「
比
干
忠
諫
而
剖
心
兮
、
箕
子
被
髮
而
佯
狂

（
比
干
は
忠
諫
し
て
心
を
剖
か
れ
、
箕
子
は
髮
を
被
り
て
佯
狂
せ
り
）」、『
文
選
』
巻

五
十
一
・
東
方
朔
「
非
有
先
生
論
」
の
「
先
生
曰
、
接
輿
避
世
、
箕
子
被
髮
佯

狂
。
此
二
子
者
、
皆
避
濁
世
以
全
其
身
者
也
（
先
生
曰
く
、
接
輿
は
世
を
避
け
、

箕
子
は
髮
を
被
り
て
佯
狂
す
。
此
の
二
子
は
、
皆
濁
世
を
避
け
、
以
て
其
の
身
を
全

う
せ
し
者
な
り
）」
な
ど
に
、「
被
髮
佯
（
＝
陽
）
狂
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ

る
。
い
ず
れ
も
、
も
と
『
論
語
』
微
子
第
十
八
に
登
場
し
た
、
紂
の
奢
侈
な
暴

政
か
ら
害
を
免
れ
る
た
め
に
、
狂
人
の
真
似
を
し
て
奴
隷
と
な
っ
た
箕
子
と
い

う
出
仕
拒
否
の
隠
者
を
表
わ
す
表
現
で
あ
っ
た
。
佯
狂
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、

周
囲
と
の
関
わ
り
が
遮
断
さ
れ
、
置
か
れ
た
日
常
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る）

14
（

。
こ
う
し
た
脱
俗
性
・
反
俗
性
に
満
ち
た
佯
狂
の
表
現
が
、
山
口
氏
の

指
摘
し
た
『
芸
文
類
聚
』
に
お
い
て
僧
侶
に
用
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、『
懐
風

藻
』
僧
伝
の
筆
者
が
興
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
智
蔵
の
佯
狂

は
、
宝
誌
法
師
「
墓
碑
銘
」
の
よ
う
に
霊
異
の
強
調
で
は
な
く
、「
濁
世
を
避

け
」「
身
を
全
う
」
す
る
た
め
の
箕
子
の
「
佯
狂
」
と
同
様
に
、
身
を
保
全
す

る
方
法
で
あ
り
、「
忌
害
之
心
」
を
持
つ
俗
僧
に
対
す
る
反
俗
的
行
為
で
あ
っ

た
。
隠
者
に
関
わ
る
定
型
的
表
現
が
『
懐
風
藻
』
の
僧
伝
に
導
入
さ
れ
た
こ
と

は
、
文
学
に
描
か
れ
る
僧
侶
像
に
隠
者
的
な
側
面
を
も
た
ら
す
一
助
と
な
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
奇
行
は
、
智
蔵
法
師
が
帰
国
し
た
際
の
行
動
に
見
ら
れ
る
。

同
伴
登
陸
。
曝
涼
經
書
。
法
師
開
襟
對
風
曰
。
我
亦
曝
涼
經
典
之
奧
義
。

衆
皆
嗤
笑
。
以
爲
妖
言
。

同ど
う
は
ん伴

陸く
に
がに

登
り
、
經

き
や
う

書し
ょ

を
曝ば

く

涼り
や
うす

。
法
師
襟く

び

を
開
き
風
に
對む

か
ひ
て
曰い

は
く
、

「
我
も
亦ま

た

經き
や
う

典て
ん

の
奧あ

う

義ぎ

を
曝
涼
す
」
と
い
ふ
。
衆ひ

と
み
な皆

嗤あ
ざ
け笑

り
、
妖

お
よ
づ
れ
ご
と

言
と
以お

も爲

へ
り
。
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同
伴
し
た
留
学
僧
が
持
ち
帰
っ
た
経
典
を
日
に
晒
し
た
の
を
見
て
、「
わ
た

し
も
襟
を
開
い
て
経
典
の
奥
義
を
日
に
晒
す
の
だ
」
と
智
蔵
法
師
が
い
い
、
周

囲
の
嘲
笑
を
買
っ
た
。『
世
説
新
語
』
排
調
篇
に
は
、

郝
隆
七
月
七
日
、
出
日
中
仰
臥
。
人
問
其
故
。
答
曰
、
我
曬
書
。

郝か
く
り
ゅ
う隆

七
月
七
日
、
日に

っ
ち
ゅ
う中

に
出
で
て
仰
臥
す
。
人ひ

と

其そ

の
故ゆ

ゑ

を
問
ふ
。
答
へ
て

曰
く
、
我
は
書し

ょ

を
曬さ

ら

せ
り
、
と
。

と
あ
り
、
書
物
を
持
ち
な
が
ら
無
学
の
俗
人
を
揶
揄
し
た
郝
隆
の
奇
行
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
に
は
、

阮
仲
容
、
歩
兵
居
道
南
、
諸
阮
居
道
北
。
北
阮
皆
富
、
南
阮
貧
。
七
月
七

日
、
北
阮
盛
曬
衣
、
皆
紗
蘿
錦
綺
。
仲
容
以
竿
挂
大
布
犢
鼻
帽琿帽帽琿帽
於
中
庭
。

人
或
怪
之
、
答
曰
、
未
能
免
俗
、
聊
復
爾
耳
。

阮げ
ん

仲ち
ゅ
う

容よ
う

と
歩
兵
と
は
道だ

う

南な
ん

に
居
り
、
諸し

ょ

阮げ
ん

は
道だ

う

北ほ
く

に
居
る
。
北ほ

く

阮げ
ん

は
皆
富と

み
、
南な

ん

阮げ
ん

は
貧ま

づ

し
。
七
月
七
日
、
北
阮
は
盛
ん
に
衣い

を
曬さ

ら

し
、
皆
紗し

ゃ

蘿ら

錦き
ん

綺き

な
り
。
仲
容
、
竿さ

を

を
以
て
大だ

い

布ふ

の
犢と

く

鼻び

帽琿帽帽琿帽こ
ん

を
中
庭
に
挂か

く
。
人
或
は
之
を
怪

し
む
に
、
答
へ
て
曰
く
、
未
だ
俗
を
免ま

ぬ
か

る
る
こ
と
能あ

た

は
ず
、
聊い

さ
さ

か
復
た
爾し

か

す

る
の
み
。

と
、
富
裕
な
同
族
に
対
抗
し
て
粗
末
な
ふ
ん
ど
し
一
枚
を
日
に
晒
し
た
竹
林
七

賢
の
一
人
・
阮
咸
の
奇
行
も
見
え
る
。
胡
志
昂
氏
は
上
記
の
郝
隆
の
奇
行
を
阮

咸
に
倣
っ
た
も
の
と
見
な
し
、「
彼
ら
の
奇
矯
な
行
為
は
反
俗
の
意
味
を
も
つ

が
、
こ
こ
に
智
蔵
の
振
る
舞
い
と
竹
林
七
賢
の
そ
れ
と
接
点
が
あ
る）

15
（

」
と
指
摘

し
た
。
胡
氏
が
挙
げ
た
『
世
説
新
語
』
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
『
芸
文
類
聚
』

巻
四
・
歳
時
部
・「
七
月
七
日
」
項
に
隣
接
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
阮
咸

話
の
出
自
は
「
竹
林
七
賢
論
」
と
さ
れ
て
い
る
。『
世
説
新
語
』
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
当
時
の
文
人
に
親
し
ま
れ
た
『
芸
文
類
聚
』
に
よ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
ま
た
、
智
蔵
の
行
為
に
隠
者
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

智
蔵
の
二
首
の
詩
作
に
も
、
隠
逸
志
向
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
翫
花
鶯
」（
八
）

桑
門
寡
言
晤
。
策
杖
事
迎
逢
。 

桑さ
う
も
ん
げ
ん

門
言
晤ご

寡す
く
なく

、
杖つ

ゑ

を
策つ

き
て
迎げ

い
ほ
う逢

を
事

と
す
。

以
此
芳
春
節
。
忽
値
竹
林
風
。 

此
の
芳は

う

春し
ゆ
んの

節と
き

を
以も

ち
て
、
忽た

ち
まち

に
竹ち

く
り
ん林

の
風
に
値あ

ふ
。

求
友
鶯
嫣
樹
。
含
香
花
笑
叢
。 

友
を
求
め
て
鶯

う
ぐ
ひ
す

樹き

に
嫣わ

ら

ひ
、
香か

を
含ふ

く

み

て
花
叢く

さ
む
らに

笑ゑ

ま
ふ
。

雖
喜
遨
遊
志
。
還
媿
乏
雕
蟲
。 

遨が
う
い
う遊

の
志

こ
こ
ろ
ば
へを

喜
ぶ
と
雖い

へ
ど

も
、
還か

へ

り
て
媿は

づ
雕て

う

蟲ち
ゆ
うに

乏と
も

し
き
こ
と
を
。
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僧
侶
の
要
素
と
し
て
は
、
首
聯
の
「
桑
門）

16
（

」
で
出
家
者
の
身
分
を
明
か
し
た

の
に
と
ど
ま
る
。
一
首
の
大
半
が
竹
林
を
吹
く
風
、
樹
間
に
鳴
く
鶯
、
草
む
ら

に
香
を
含
ん
で
咲
く
花
と
い
っ
た
、
春
め
く
自
然
を
楽
し
む
と
こ
ろ
に
眼
目
を

置
く
。
し
か
も
、
単
な
る
自
然
賞
美
で
な
く
、「
忽
ち
に
竹
林
の
風
に
値
ふ
」

「
友
を
求
め
て
鶯
樹
に
嫣
ひ
」
の
二
句
を
も
っ
て
次
の
一
首
「
秋
日
言
志
」
に

見
え
る
「
竹
林
友
」
に
対
応
し
、
竹
林
七
賢
を
暗
示
す
る
。
さ
ら
に
、『
荘
子
』

に
初
出
し
、
仙
人
の
逍
遥
た
る
遊
楽
を
形
容
す
る
「
遨
遊）

17
（

」
の
語
を
用
い
て
、

世
俗
を
離
れ
、
自
然
を
楽
し
む
志
向
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
身
の
文

才
を
謙
遜
し
て
詩
を
結
ん
だ
。
僧
侶
ど
こ
ろ
か
、
ま
る
で
竹
林
七
賢
の
遺
風
を

慕
う
文
人
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
首
目
の
「
秋
日
言
志
」
に
至
る
と
、
そ
の

傾
向
は
ま
す
ま
す
強
ま
る
。

「
秋
日
言
志
」（
九
）

欲
知
得
性
所
。
來
尋
仁
智
情
。 

性せ
い

を
得う

る
所
を
知
ら
ま
く
欲ほ

り
、
來き

た

り
尋た

づ

ぬ
仁じ

ん

智ち

の
情こ

こ
ろ。

氣
爽
山
川
麗
。
風
高
物
候
芳
。 

氣き

爽さ
や

け
く
し
て
山さ

ん
せ
ん川

麗う
る
はし

く
、
風
高た

か

く
し

て
物ぶ

つ
こ
う
に
ほ

候
芳
ふ
。

燕
巢
辭
夏
色
。
鴈
渚
聽
秋
聲
。 

燕え
ん
さ
う巢

夏か

色し
よ
く

辭さ

り
、
鴈が

ん
し
よ
し
う
せ
い

渚
秋
聲
を
聽き

く
。

因
玆
竹
林
友
。
榮
辱
莫
相
驚
。 

玆こ

の
竹ち

く
り
ん林

の
友
に
因よ

り
て
、
榮え

い

辱じ
よ
く

相あ
ひ

驚
お
ど
ろ

く
こ
と
莫な

し
。

　
「
言
志
」
を
題
に
ふ
く
む
詩
は
『
文
選
』
巻
三
十
一
・
雑
擬
下
の
嵆
康
の

「
言
志
」
な
ど
に
見
え
る
。
首
聯
「
性
を
得
る
所
を
知
ら
ま
く
欲
り
、
來
り
尋

ぬ
仁
智
の
情
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
作
者
は
心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
る
た

め
、
山
水
の
風
情
を
尋
ね
に
来
た
の
で
あ
る
。「
仁
智
の
情
」
と
は
、『
論
語
』

雍
也
篇
の
「
知
者
樂
水
、
仁
者
樂
山
。
知
者
動
、
仁
者
静
。
知
者
樂
、
仁
者
壽

（
知
者
は
水
を
樂
み
、
仁
者
は
山
を
樂
む
。
知
者
は
動
き
、
仁
者
は
静
か
な
り
。
知

者
は
樂
み
、
仁
者
は
壽
し
）」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。『
懐
風
藻
』
に
お
い

て
「
智
水
仁
山
」
の
表
現
は
十
五
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
王
臣
貴
族
の
吉
野
詩
が

九
例
、
こ
れ
は
十
七
首
の
吉
野
詩
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。「
智
水
仁
山
」
の

詩
語
が
流
行
し
た
主
な
理
由
に
つ
い
て
、
波
戸
岡
旭
氏
は
「「
智
水
仁
山
」
の

も
つ
儒
家
的
山
水
観
に
、
官
人
た
ち
は
、
天
皇
が
山
水
を
賞
翫
な
さ
る
こ
と
の

必
然
性
と
積
極
的
な
根
拠
と
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
官
人
た
ち

も
、
官
吏
の
立
場
を
離
れ
ず
に
そ
う
し
た
幽
静
な
山
水
に
親
し
む
時
の
、
有

力
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
こ
の
儒
家
的
山
水
観
の
発
想
を
用
い
た
と
思
わ
れ

る）
18
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
津
連
首
「
和
藤
原
太
政
遊
吉
野
川
之

作
」（『
懐
風
藻
』
八
三
）
の
「
地
是
幽
居
宅
。
山
惟
帝
者
仁
（
地
は
是
れ
幽
居
の

宅
、
山
は
惟
れ
帝
者
の
仁
）」
な
ど
の
用
例
と
は
違
い
、「
智
水
仁
山
」
の
初
用

例
と
な
る
智
蔵
の
「
仁
智
」
に
は
政
治
的
寓
意
が
な
く
、
単
純
に
山
水
の
趣
を

指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
次
の
二
聯
は
、「
氣
爽
」「
風
高
」、「
燕

巢
」「
鴈
渚
」
の
対
句
に
よ
っ
て
格
調
高
い
脱
俗
の
境
地
を
描
き
出
し
て
い
る
。

尾
聯
「
玆
の
竹
林
の
友
に
因
り
て
、
榮
辱
相
驚
く
こ
と
莫
し
」
に
は
、
竹
林
七
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賢
を
慕
う
こ
と
で
世
俗
の
価
値
観
で
あ
る
「
榮
辱
」
に
紛
れ
る
こ
と
も
な
い
と
、

本
詩
の
主
旨
が
表
わ
さ
れ
て
お
り
、
竹
林
七
賢
の
山
水
愛
好
の
影
響
が
見
ら

れ
る
。『
老
子
』
厭
恥
第
十
三
の
「
寵
辱
若
驚
、（
中
略
）
何
謂
寵
辱
若
驚
。
寵

爲
上
、
辱
爲
下
。
得
之
若
驚
、
失
之
若
驚
。
是
謂
寵
辱
若
驚
（
寵
辱
驚
く
が
若

く
、（
中
略
）
何
を
か
寵
辱
驚
く
若
し
と
謂
ふ
。
寵
を
上
と
爲
し
辱
を
下
と
爲
す
。
之

を
得
て
は
驚
く
が
若
く
、
之
を
失
ひ
て
は
驚
く
が
若
し
。
是
を
寵
辱
驚
く
が
若
し
と

謂
ふ
）」
に
よ
る
末
句
や）

19
（

、
竹
林
七
賢
を
同
志
に
比
す
る
考
え
か
ら
は
、
作
者

が
仏
教
僧
で
あ
り
な
が
ら
も
、
隠
者
へ
の
強
い
憧
憬
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
詩
題
で
い
う
「
言
志
」
と
は
、
前
の
一
首
「
翫
花
鶯
」
に
照
ら
し
て
も

分
か
る
よ
う
に
、「
遨
遊
志
」
つ
ま
り
竹
林
七
賢
の
よ
う
に
自
然
を
楽
し
む
反

俗
・
隠
逸
志
向
と
い
え
よ
う
。

　

三
論
宗
の
第
二
伝
者
で
あ
る
智
蔵
の
詩
作
に
現
わ
れ
た
竹
林
七
賢
に
対
す
る

異
様
な
関
心
に
つ
い
て
、
胡
志
昂
氏
は
中
国
仏
教
と
老
荘
思
想
の
緊
密
な
関
係
、

具
体
的
に
は
竹
林
七
賢
に
よ
っ
て
大
き
く
発
展
し
た
魏
晋
玄
学
と
三
論
教
義
の

深
い
関
係
を
挙
げ
て
い
る）

20
（

。
確
か
に
、
老
荘
思
想
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
六
朝
時

代
に
お
い
て
は
、
初
期
の
仏
教
理
解
が
老
荘
思
想
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ

る
格
義
仏
教
が
生
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た）

21
（

。
六
朝
か
ら
隋
唐
に
か
け
て
は
、
儒
・

仏
・
老
の
三
教
が
反
発
し
な
が
ら
も
三
教
一
致
の
方
向
に
あ
っ
た）

22
（

。
こ
う
し
た

中
国
本
土
に
お
け
る
仏
教
と
老
荘
思
想
、
な
い
し
儒
・
仏
・
老
の
三
教
融
合
の

動
向
を
、
入
唐
僧
ら
は
身
を
も
っ
て
感
じ
取
っ
た
に
相
違
な
い
。
文
化
受
容
の

視
点
か
ら
見
れ
ば
、
文
化
導
入
の
担
い
手
と
い
う
当
時
の
僧
侶
の
役
割
、
及
び

諸
思
想
の
同
時
的
か
つ
重
層
的
な
受
容
様
態
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
智

蔵
の
反
俗
的
行
為
や
詩
作
に
表
わ
れ
た
隠
逸
志
向
は
、
儒
・
仏
・
老
の
三
教
を

兼
学
し
、
内
典
・
外
典
を
博
覧
す
る
当
時
の
僧
侶
の
実
態
を
如
実
に
反
映
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
辨
正
の
伝
「
少
年
出
家
。
頗
洪
玄
學
（
少
年
に
し
て
出

家
し
、
頗
る
玄
學
に
洪
し
）」、
道
融
の
伝
「
博
學
多
才
。
特
善
屬
文
（
博
學
多
才
、

特
に
屬
文
に
善
し
）」
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
一
方
、
作
詩
と
い
う
文
学
行
為

に
つ
い
て
考
え
る
と
、『
懐
風
藻
』
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
六
朝
の
詩
風
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
に
お
け
る
「
竹
林
七
賢
」

の
呼
称
の
由
来
に
つ
い
て
の
話
、『
芸
文
類
聚
』
に
収
め
ら
れ
た
「
竹
林
七
賢

論
」
な
ど
か
ら
、
当
時
の
文
人
の
竹
林
七
賢
へ
の
強
い
関
心
が
う
か
が
わ
れ

る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
東
晋
の
文
人
孫
綽
は
『
道
賢
論
』
を
著
し
、
晋
の
七

人
の
名
僧
を
竹
林
七
賢
に
比
し
て
僧
侶
の
高
徳
を
讃
え
た
。
そ
の
一
部
が
『
高

僧
伝
』
巻
一
・
竺
曇
摩
羅
刹
八
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

後
孫
綽
製
道
賢
論
。
以
天
竺
七
僧
。
方
竹
林
七
賢
。
以
護
匹
山
巨
源
。
論

云
。
護
公
徳
居
物
宗
。
巨
源
位
登
論
道
。
二
公
風
徳
高
遠
足
爲
流
輩
矣
。

其
見
美
後
代
如
此
。

　

右
の
記
述
か
ら
、
伝
統
的
な
老
荘
思
想
及
び
隠
者
を
も
っ
て
、
請
来
さ
れ
た

仏
教
及
び
僧
侶
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
格
義
仏
教
の
傾
向
が
読
み
取
れ
る
と
と

も
に
、
文
人
の
間
に
お
い
て
、
竹
林
七
賢
が
脱
俗
・
反
俗
的
な
象
徴
と
し
て
定
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着
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
よ
う
。
僧
侶
の
作
詩
で
あ
っ
て
も
、
文
学
の

伝
統
を
逸
し
て
は
い
け
な
い
。
智
蔵
は
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
、
詩
人
で
も
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
詩
僧
で
あ
る
。
詩
作
に
「
竹
林
」
の
語
を
意
識
的
に
入
れ
た
の

は
、
智
蔵
が
竹
林
七
賢
の
文
学
的
イ
メ
ー
ジ
を
的
確
に
捉
え
、
そ
れ
を
援
用
す

る
こ
と
で
、
僧
侶
と
し
て
の
自
身
の
脱
俗
性
・
反
俗
性
を
強
調
し
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

反
俗
性
が
顕
著
に
表
わ
れ
た
も
う
一
人
は
道
慈
法
師
で
あ
る
。
卒
伝
に
よ
る

と
、
道
慈
は
才
学
に
優
れ
て
お
り
、
大
宝
年
中
に
入
唐
、
留
学
期
間
と
帰
朝
後

に
そ
れ
ぞ
れ
、
唐
王
と
日
本
の
帝
か
ら
恩
賞
を
受
け
た
と
い
う
。
注
目
す
べ
き

は
、
高
官
の
僧
官
に
任
命
さ
れ
た
道
慈
が
「
性
甚
骨
鯁
。
爲
時
不
容
。
解
任
歸
。

遊
山
野
（
性
甚
だ
骨
鯁
、
時
に
容
れ
ら
え
ず
。
任
を
解
き
て
歸
り
、
山
野
に
遊
ぶ
）」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
剛
直
な
性
格
を
持
つ
道
慈
法
師
は
世
間
に
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
僧
官
を
退
い
て
都
を
離
れ
、
山
野
に
遊
ぶ
生
き
方
を
選
ん
だ
。

長
屋
王
に
よ
る
宴
会
へ
の
招
待
を
辞
退
し
た
詩
作
「
初
春
在
竹
溪
山
寺
於
長
王

宅
宴
追
致
辭
」（
一
〇
四
）
に
は
、
政
治
や
世
俗
を
厭
う
反
俗
精
神
が
顕
著
に

表
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
詩
序
は
、
次
の
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

沙
門
道
慈
啓
。
以
今
月
二
十
四
日
。
濫
蒙
抽
引
。
追
預
嘉
會
。
奉
旨
驚
惶
。

不
知
攸
措
。
但
道
慈
少
年
落
飾
。
常
住
釋
門
。
至
於
屬
詞
吐
談
。
元
來
未

逹
。
況
乎
道
機
俗
情
全
有
異
。
香
盞
酒
盃
又
不
同
。
此
庸
才
赴
彼
高
會
。

理
乖
於
事
。
事
迫
於
心
。
若
夫
魚
麻
易
處
。
方
圓
改
質
。
恐
失
養
性
之
宜
。

乖
任
物
之
用
。
撫
躬
之
驚
惕
。
不
遑
啓
處
。
謹
裁
以
韵
。
以
辭
高
席
。
謹

至
以
左
。
羞
穢
耳
目
。

沙し
ゃ
も
ん
だ
う

門
道
慈じ

啓ま
を

さ
く
。
今こ

の
つ
き月

の
二は

つ
か
あ
ま
り
よ
か

十
四
日
を
以も

ち
て
、
濫み

だ

り
て
抽ち

う
い
ん引

を
蒙

か
が
ふ

り
、
追
ひ
て
嘉か

會く
わ
いに

預あ
づ
か

る
。
旨む

ね

を
奉ほ

う

じ
て
驚

き
や
う
く
わ
う

惶
し
、
措お

く
攸と

こ
ろ

を
知
ら
ず
。
但た

だ

し
道だ

う

慈じ

少
年
に
し
て
落ら

く

飾し
よ
くし

、
常
に
釋

し
や
く

門も
ん

に
住す

ま
ふ
。
屬ぞ

く

詞し

と吐
談だ

ん

に
至
り

て
は
、
元も

と
よ
り來

未
だ
逹い

た

ら
ず
。
況い

は

め
や
道だ

う

機き

俗ぞ
く

情じ
や
う

全ま
た

く
異こ

と

な
る
こ
と
あ
り
、

香か
う
さ
ん
し
ゆ
は
い

盞
酒
盃
又
同お

な

じ
か
ら
ぬ
を
は
。
此
の
庸よ

う
さ
い才

の
彼そ

の
高か

う

會く
わ
いに

赴お
も
ぶく

、
理

こ
と
わ
りは

事こ
と

に
乖そ

む

き
、
事
は
心
に
迫せ

む
。
若も

し
夫そ

れ
魚ぎ

よ

と
麻ま

と
處と

こ
ろ

を
易か

へ
、
方は

う

と
圓ゑ

ん

と
質か

た

を
改
む
れ
ば
、
恐
ら
く
は
養や

う
せ
い性

の
宜よ

ろ

し
き
を
失
ひ
、
任に

ん
ぶ
つ物

の
用も

ち
ゐ

に
乖そ

む

か
む
。

躬み

を
撫な

で
て
驚

き
や
う

惕て
き

し
、
啓け

い

處し
ょ

す
る
に
遑い

と
まも

あ
ら
ず
。
謹つ

つ
し

み
て
裁つ

く

る
に
韵ゐ

ん

を
以も

ち
て
し
て
、
高か

う
せ
き席

を
辭い

な

ぶ
。
謹
み
て
至い

た

す
に
左ひ

だ
り

を
以
ち
て
す
。
羞は

づ
ら
く
は

耳じ

目も
く

を
穢け

が

さ
む
こ
と
を
と
ま
を
す
。

　

宴
席
に
招
待
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
謙
遜
の
言
辞
の
後
、「
少
年
に
し
て

落
飾
し
、
常
に
釋
門
に
住
ま
ふ
」
と
、
自
身
の
僧
侶
と
し
て
の
身
分
を
強
調

す
る
。
次
に
「
道
機
俗
情
全
く
異
な
る
こ
と
あ
り
、
香
盞
酒
盃
又
同
じ
か
ら
ぬ

を
は
」
と
、「
道
機
」
と
「
俗
情
」、「
香
盞
」
と
「
酒
盃
」
を
対
照
的
に
挙
げ
、

仏
門
と
世
俗
の
相
違
を
端
的
に
示
す
。
さ
ら
に
、
僧
侶
の
身
で
長
屋
王
の
宴
会

に
赴
く
こ
と
を
「
魚
と
麻
と
處
を
易
へ
、
方
と
圓
と
質
を
改
む
」、
つ
ま
り
魚

と
麻
と
が
場
所
を
か
え
、
四
角
と
円
と
が
そ
の
形
状
を
改
め
る
よ
う
な
、
物
の
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本
質
を
変
え
る
こ
と
に
た
と
え
、
そ
れ
が
自
分
の
本
性
を
損
な
う
の
み
な
ら
ず
、

修
行
の
道
に
は
ず
れ
、
僧
侶
の
身
の
ほ
ど
を
忘
れ
る
こ
と
に
な
る
と
懸
念
す
る
。

小
島
憲
之
氏
は
『
続
高
僧
伝
』
巻
三
「
釋
慧
淨
伝
」
に
あ
る
皇
太
子
の
令
旨
を

辞
退
す
る
啓
謝
の
文
「
魚
鹿
易
處
、
失
燥
濕
之
宜
、
方
円
改
質
乖
任
物
之
性
」

な
ど
を
挙
げ
、
道
慈
の
詩
序
と
の
関
連
を
考
察
し
、
他
の
長
屋
王
詩
宴
に
み
る

美
し
い
詩
序
群
と
異
な
る
道
慈
の
詩
序
の
独
自
性
を
指
摘
し
た）

23
（

。
ま
た
、
同
氏

は
長
屋
王
の
宴
会
へ
の
招
き
を
辞
退
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
道
慈
が
長
屋
王
と

の
間
に
確
執
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
く
、
唐
の
『
続
高
僧
伝
』
な
ど
の

仏
家
伝
に
記
録
さ
れ
た
朝
廷
の
命
令
を
拒
絶
す
る
表
現
態
度
を
学
ん
で
、
宴
席

を
辞
退
す
る
文
を
試
み
た
に
過
ぎ
な
い
と
解
釈
す
る
。
傾
聴
に
値
す
る
見
解
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
屋
王
と
の
確
執
が
真
実
か
否
か
に
拘
わ
ら
ず
、
道

慈
た
だ
一
人
が
他
の
宮
廷
詩
人
と
異
な
り
、
長
屋
王
邸
宅
宴
関
連
詩
に
お
い
て
、

拒
絶
を
文
に
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
脱
俗
性
・
反
俗
性
を
も
つ
僧
侶
と
し
て
の

自
己
主
張
に
な
ろ
う
。
道
融
法
師
の
伝
に
も
、
難
解
な
「
六
帖
鈔
」
に
短
期
間

で
精
通
し
た
こ
と
で
皇
后
か
ら
賞
さ
れ
た
時
、「
我
爲
菩
提
。
修
法
施
耳
。
因

玆
望
報
。
市
井
之
事
耳
（
我
菩
提
の
爲
に
、
法
施
を
修
む
る
ぞ
。
玆
れ
に
因
り
て

報
を
望
む
は
、
市
井
の
事
ぞ
）」
と
、〈
仏
〉
と
〈
俗
〉
の
相
違
を
も
っ
て
拒
否

し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
道
慈
詩
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

緇
素
杳
然
別
。
金
漆
諒
難
同
。 

緇し

と
素そ

と
は
杳え

う
ぜ
ん然

に
し
て
別わ

か

れ
、
金き

ん

と
漆し

つ

と
は
諒ま

こ
とに

同お
や

じ
く
す
る
こ
と
難か

た

し
。

納
衣
蔽
寒
體
。
綴
鉢
足
飢
嚨
。 

納な
ふ

衣え

寒か
ん
た
い體

を
蔽お

ほ

ひ
、
綴て

つ
ぱ
つ鉢

飢き

嚨ろ
う

に
足た

ら
ふ
。

結
蘿
爲
垂
幕
。
枕
石
臥
巖
中
。 

蘿か
づ
らを

結ゆ

ひ
て
垂す

ゐ
ば
く幕

と
爲な

し
、
石
を
枕ま

く
らき

て

巖が
ん

中ち
ゆ
うに

臥ふ

す
。

抽
身
離
俗
累
。
滌
心
守
眞
空
。 

身
を
抽ぬ

き

い
で
て
俗ぞ

く

累る
ゐ

を
離
れ
、
心
を
滌す

す

き

て
眞し

ん
く
う空

を
守ま

も

る
。

策
杖
登
峻
嶺
。
披
襟
稟
和
風
。 

杖つ
ゑ

を
策つ

き
て
峻

し
ゆ
ん

嶺れ
い

に
登
り
、
襟く

び

を
披ひ

ら

き
て

和わ

風ふ
う

を
稟う

く
。

桃
花
雪
冷
冷
。
竹
溪
山
冲
冲
。 

桃た
う
く
わ花

の
雪
冷れ

い
れ
い々

、
竹ち

く
け
い溪

の
山
冲ち

ゆ
う
ち
ゆ
う々。

驚
春
柳
雖
變
。
餘
寒
在
單
躬
。 

春
に
驚
き
て
柳
變か

は

る
と
雖い

へ
ど

も
、
餘よ

寒か
ん

單た
ん

躬き
ゆ
うに

在
り
。

僧
旣
方
外
士
。
何
煩
入
宴
宮
。 

僧ほ
ふ
しは

旣す
で

に
方は

う

外ぐ
わ
いの

士し

、
何な

に

ぞ
煩わ

づ
らは

し
く
宴え

ん

宮き
ゆ
うに

入
ら
む
。

　

冒
頭
は
詩
序
と
同
様
に
僧
侶
と
俗
人
の
相
違
を
明
示
し
、
次
に
「
納
衣
寒
體

を
蔽
ひ
、
綴
鉢
飢
嚨
に
足
ら
ふ
。
蘿
を
結
ひ
て
垂
幕
と
爲
し
、
石
を
枕
き
て
巖

中
に
臥
す
」
と
、
山
住
ま
い
の
生
活
を
描
く
。
貧
し
く
厳
し
い
生
活
環
境
と
は

い
え
、
自
然
の
な
か
で
充
足
し
愉
悦
す
る
心
情
が
表
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
身
を
抽
い
で
て
俗
累
を
離
れ
、
心
を
滌
き
て
眞
空
を
守
る
」
と
、
僧
侶
の
立

場
を
重
ね
て
言
明
し
た
。
最
終
聯
は
改
め
て
僧
侶
の
身
分
を
強
調
し
、
宴
会
に

参
加
す
る
こ
と
を
辞
退
す
る
。
こ
こ
で
道
慈
は
自
ら
「
方
外
士
」
と
称
し
て
い

る
。「
方
外
」
の
語
は
、『
荘
子
』
大
宗
師
第
六
に
「
孔
子
曰
、
彼
遊
方
之
外
者
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　僧侶と隠逸表現

也
。
而
丘
遊
方
之
內
者
也
（
孔
子
曰
く
、
彼
は
方
の
外
に
遊
ぶ
者
な
り
。
而
し
て

丘
は
方
の
內
に
遊
ぶ
者
な
り
）」、『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
に
「
裴
曰
、
阮
方
外
之

人
。
故
不
崇
禮
制
。
我
輩
俗
中
人
。
故
以
儀
軌
自
居
（
裴
曰
く
、
阮
は
方
外
の

人
な
り
。
故
に
禮
制
を
崇
ば
ず
。
我
が
輩
は
俗
中
も
人
な
り
。
故
に
儀
軌
を
以
て
自

ら
居
る
、
と
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
体
制
内
で
儒
教
を
守
る
「
方
之
內
」「
俗
中

人
」
と
対
照
的
に
、
出
仕
し
て
も
礼
教
を
無
視
す
る
阮
籍
な
ど
、
竹
林
七
賢
を

形
容
す
る
。
出
仕
拒
否
の
「
佯
狂
」
と
区
別
さ
れ
る
「
方
外
士
」
は
、
六
朝
時

代
に
お
け
る
古
来
の
「
佯
狂
」
概
念
の
変
容
で
あ
り）

24
（

、
隠
者
に
関
わ
る
文
学
表

現
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
弘
明
集
』
巻
五
・
遠
法
師
「
沙
門
不
敬
王
者
論
・
出

家
第
二
」
の
「
出
家
則
是
方
外
之
賓
」、『
高
僧
伝
』
巻
七
・
義
解
四
・
釋
曇
斌

伝
の
「
斌
曰
、
貧
道
方
外
之
人
、
豈
宜
與
天
子
同
趣
」
な
ど
の
よ
う
に
、「
拙

僧
は
世
俗
の
外
の
人
間
、
天
子
と
趣
き
を
同
じ
く
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
」
と
、

僧
侶
も
「
方
外
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
。
中
国
に
お
け
る
仏
教
と
道
教
の
論

争
文
を
集
め
た
『
弘
明
集
』（
梁
・
僧
祐
編
、
五
一
八
年
成
立
）
は
、
ほ
ぼ
同
時

代
に
成
立
し
た
『
高
僧
伝
』（
梁
・
慧
皎
撰
、
五
一
九
年
成
立
）
と
同
様
、
仏
教

に
関
わ
る
書
物
で
あ
る
。「
方
外
」
の
用
例
が
そ
れ
ぞ
れ
十
五
例
、
五
例
見
出

さ
れ
る
の
は
興
味
深
い）

25
（

。
そ
こ
か
ら
、
六
朝
の
僧
侶
の
自
我
認
識
、
及
び
仏
教

と
道
教
の
交
渉
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。
両
書
が
成
立
し
た
六
朝
時
代
に
お
け

る
儒
・
仏
・
老
の
三
教
融
合
の
傾
向
と
も
一
致
す
る
。「
方
外
」
の
語
意
の
拡

大
に
よ
り
、
文
学
表
現
に
お
け
る
隠
者
と
僧
侶
の
区
別
が
曖
昧
と
な
り
、
礼
教

の
無
視
、
王
権
政
治
へ
の
対
抗
な
ど
、
反
俗
志
向
を
軸
に
両
者
は
つ
な
が
り
う

る
存
在
と
な
っ
た
。
留
学
経
験
の
あ
る
道
慈
は
当
時
の
思
想
界
の
動
向
を
鋭
敏

に
感
じ
取
り
、「
方
外
」
の
語
を
い
ち
早
く
詩
作
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
道
慈
の
詩
文
の
み
な
ら
ず
、
後
人
が
執
筆
し
た
道
慈
の
伝
記
に
は
「
任

を
解
き
て
歸
り
、
山
野
に
遊
ぶ
」
と
記
さ
れ
、
彼
自
身
も
ま
た
反
俗
的
な
「
方

外
士
」
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

智
蔵
と
道
慈
の
詩
文
を
顧
み
る
と
、
一
つ
の
共
通
点
に
気
付
く
。
智
蔵
「
秋

日
言
志
」
の
「
性
を
得
る
所
を
知
ら
ま
く
欲
り
、
來
り
尋
ぬ
仁
智
の
情
」、
道

慈
「
初
春
在
竹
溪
山
寺
於
長
王
宅
宴
追
致
辭
」
序
の
「
恐
ら
く
は
養
性
の
宜

し
き
を
失
ひ
」
に
見
え
る
「
性
」、
つ
ま
り
精
神
面
の
重
視
で
あ
る
。「
養
性
」

と
は
、『
荘
子
』
刻
意
第
十
五
に
「
純
粹
而
不
雜
、
静
一
而
不
變
、
淡
而
無
爲
、

動
而
以
天
行
。
此
養
神
之
道
也
（
純
粹
に
し
て
雜
ら
ず
、
静
一
に
し
て
變
せ
ず
。

淡
に
し
て
無
爲
、
動
い
て
以
て
天
行
す
と
。
此
れ
神
を
養
ふ
の
道
な
り
）」
と
あ
る

よ
う
に
、
心
の
清
浄
を
保
ち
、
精
神
的
自
由
を
は
か
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

『
老
子
』
養
身
第
二
、『
荘
子
』
養
生
主
第
三
と
い
っ
た
篇
名
に
見
え
る
「
養

身
」「
養
生
」
に
通
じ
る
概
念
で
あ
る
。
こ
の
老
荘
的
「
養
性
」
観
は
、
隠
者

に
関
わ
る
文
学
、
或
い
は
隠
逸
思
想
を
表
わ
す
文
学
に
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

例
え
ば
、『
列
仙
伝
』
に
は
「
陸
通
者
、
楚
狂
接
輿
也
。
好
養
性
、
游
諸
名
山
」

と
あ
る
。
竹
林
七
賢
の
一
人
・
嵆
康
の
「
養
生
論
」（『
文
選
』
巻
五
十
三
）
に

は
「
故
修
性
以
保
神
、
安
心
以
全
身
（
故
に
性
を
修
め
て
以
て
神
を
保
ち
、
心
を

安
ん
じ
て
以
て
身
を
全
う
す
）」
と
あ
る
。
ま
た
、『
芸
文
類
聚
』
収
録
の
陶
淵

明
「
張
長
公
贊
」
に
は
「
世
路
皆
同
而
我
獨
異
。
斂
轡
朅
來
閑
養
其
志
」
と
あ
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る
。「
閑
養
其
志
」
の
「
志
」
と
は
、「
養
性
」
の
「
性
」、「
養
神
」
の
「
神
」

同
様
、
精
神
世
界
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
隠
者
と
「
養
性
」
の
文
学

的
つ
な
が
り
が
う
か
が
え
る
。「
養
性
」
の
考
察
か
ら
、
両
僧
が
目
指
す
心
境

は
精
神
的
自
由
を
追
求
す
る
隠
者
の
心
境
と
さ
ほ
ど
差
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、『
懐
風
藻
』
に
お
け
る
詩
僧
の
卒
伝
、
詩
序
及
び

詩
作
に
は
、
宴
会
の
招
き
を
辞
退
す
る
、
朝
廷
か
ら
の
褒
賞
を
拒
否
す
る
、
ま

た
は
僧
官
を
辞
任
す
る
と
い
っ
た
反
俗
的
行
為
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
勿

論
、
小
島
氏
が
指
摘
し
た
中
国
高
僧
伝
の
表
現
ス
タ
イ
ル
の
影
響
は
否
定
で
き

な
い
。
と
く
に
、
仏
教
と
老
荘
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
六
朝
時
代
に
成

立
し
た
『
弘
明
集
』『
高
僧
伝
』
に
お
い
て
、
僧
侶
を
竹
林
七
賢
に
比
し
た
り
、

「
佯
狂
」「
方
外
士
」「
養
性
」
な
ど
、
本
来
隠
者
に
関
わ
る
表
現
を
僧
侶
の
描

写
に
援
用
し
た
り
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
の
ち
の
『
広
弘
明
集
』『
続

高
僧
伝
』
に
も
継
承
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
表
現
の
特
徴
は
た
だ
ち
に
『
懐
風

藻
』
の
僧
伝
及
び
詩
作
に
影
を
落
と
し
た
。
し
か
し
、『
懐
風
藻
』
に
お
け
る

九
人
の
伝
記
の
う
ち
、
な
ぜ
僧
伝
の
み
に
反
俗
行
為
が
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

宮
廷
と
い
う
政
治
的
空
間
の
枠
内
に
お
い
て
、
吉
野
の
仙
境
化
に
よ
っ
て
隠
逸

気
分
を
味
わ
う
宮
廷
人
と
対
比
す
る
と
、
僧
伝
及
び
詩
作
に
記
さ
れ
た
僧
侶
の

反
俗
行
為
は
顕
著
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
僧
侶
の
脱
俗
性
・
反
俗
性
を

際
立
た
せ
る
ほ
か
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
実
際
に
は
隠
逸
の
伝
統
が
な
い
日
本
に
お
い
て
、
文
化
導
入
の
担
い
手
で

あ
る
僧
侶
に
（
少
な
く
と
も
文
章
表
現
の
う
え
で
）
隠
者
の
役
割
を
付
与
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
仏
教
の
中
国
化
が
進
む
に
つ

れ
、
高
僧
伝
類
で
隠
者
的
僧
侶
像
が
次
々
と
造
形
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
高
僧
伝

の
渡
来
と
書
写
に
よ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、
中
国
の
僧
侶
に
当
て
は
め
て
僧

伝
を
作
ろ
う
と
す
る
試
み
が
生
じ
、
そ
れ
が
『
懐
風
藻
』
僧
伝
の
成
立
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
隠
逸
志
向
を
詩
作
に
詠
み
込
ん
だ
智
蔵
や
、
長
屋
王

の
招
待
を
固
辞
す
る
詩
作
を
遺
し
た
道
慈
は
、
ま
さ
に
隠
者
的
僧
侶
像
に
ふ
さ

わ
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
人
的
（
僧
侶
）・
物
的
（
仏
典
）
交
流
に
よ
っ
て
日
本

に
請
来
さ
れ
た
仏
教
と
は
違
い
、
隠
逸
は
主
に
漢
籍
、
と
り
わ
け
文
学
作
品
に

よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
詩
作
に
隠
逸
表
現
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
僧
侶
の
文
化
導
入
の
役
割
、
及
び
彼
ら
に
付
さ
れ
た
隠
者
を
彷
彿
と
さ
せ
る

僧
伝
が
、
当
時
の
僧
侶
が
隠
者
と
い
う
観
念
上
の
存
在
と
同
一
視
さ
れ
る
契
機

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

二 

隠
者
と
見
な
さ
れ
る
僧
侶

│
梵
門
詩
に
お
け
る
〈
仏
〉〈
俗
〉〈
隠
〉

　
『
懐
風
藻
』
僧
伝
、
詩
作
の
考
察
か
ら
は
、
当
時
の
僧
侶
に
つ
い
て
二
つ
の

動
向
が
う
か
が
え
る
。
一
つ
は
隠
逸
志
向
を
詠
い
、
吉
野
詩
な
ど
に
表
わ
れ
た

宮
廷
人
の
隠
逸
趣
向
と
同
調
す
る
。
も
う
一
つ
は
宮
廷
人
と
の
相
違
を
強
く
意

識
し
、
僧
侶
の
脱
俗
性
・
反
俗
性
を
強
調
す
る
。
こ
の
相
反
す
る
動
向
は
、
そ

れ
ぞ
れ
詩
僧
の
文
人
た
る
側
面
、
僧
侶
た
る
側
面
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
し

か
も
、
僧
侶
の
二
つ
の
動
向
は
い
ず
れ
も
〈
隠
〉
と
関
わ
っ
て
い
る
。
一
方
、
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　僧侶と隠逸表現

新
た
に
現
わ
れ
た
僧
侶
と
い
う
存
在
、
及
び
仏
教
へ
の
関
心
は
、
文
学
史
上
、

『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
部
の
創
設
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
梵
門
詩

に
つ
い
て
は
、
井
実
充
史
氏
が
「
仏
教
詩
一
般
で
は
な
く
、
宮
廷
人
と
仏
教
と

の
接
触
か
ら
生
ま
れ
た
、
宮
廷
人
に
と
っ
て
の
仏
教
詩
で
あ
っ
た）

26
（

」
と
述
べ
る

通
り
で
あ
る
。
次
に
、
こ
う
し
た
主
に
宮
廷
人
が
詠
ん
だ
勅
撰
三
集
の
仏
教
詩
、

と
り
わ
け
『
文
華
秀
麗
集
』『
経
国
集
』
梵
門
詩
を
中
心
と
す
る
考
察
に
よ
っ

て
、
宮
廷
人
側
か
ら
詠
ま
れ
た
僧
侶
像
を
探
る
。
と
く
に
、
僧
侶
と
宮
廷
人
が

〈
仏
〉〈
俗
〉
の
対
立
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、〈
隠
〉
を
も
っ
て
両
者
を
同
化
さ

せ
よ
う
と
す
る
宮
廷
人
の
作
詩
傾
向
に
重
点
を
お
い
て
考
察
し
た
い）

27
（

。

　

１　
〈
仏
〉
↓
〈
隠
〉

　

梵
門
詩
に
お
け
る
〈
仏
〉〈
隠
〉
の
同
化
は
、
僧
侶
を
隠
者
と
見
な
す
こ
と
、

出
家
と
い
う
行
為
を
隠
逸
と
同
一
視
す
る
こ
と
、
寺
院
を
隠
逸
的
空
間
に
比
す

る
こ
と
と
い
っ
た
三
つ
の
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
僧
侶
を

隠
者
と
見
な
す
こ
と
は
、
嵯
峨
天
皇
の
詩
作
に
最
も
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
嵯
峨
天
皇
の
「
答
澄
公
奉
獻
詩
」（『
文
華
秀
麗
集
』
梵
門
・
七
一
）
で

は
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

「
答
澄
公
奉
獻
詩
」

遠
傳
南
岳
敎
。
夏
久
老
天
台
。 

遠
く
南な

ん
が
く岳

の
敎を

し
へを

傳
へ
、
夏な

つ

久
し
く
天て

ん
だ
い台

に
老
ゆ
。

杖
錫
凌
溟
海
。
躡
虛
歷
蓬
萊
。 

錫し
ゃ
くを

杖つ
ゑ
つき

て
溟め

い
か
い海

を
凌し

の

ぎ
、
虛き

ょ

を
躡ふ

み
て

蓬ほ
う
ら
い萊

を
歷へ

ぬ
。

朝
家
無
英
俊
。
法
侶
隱
賢
才
。 

朝て
う

家か

英え
い

俊し
ゆ
ん

無
く
、
法ほ

ふ
り
よ
け
ん
さ
い

侶
賢
才
隱
る
。

形
體
風
塵
隔
。
威
儀
律
範
開
。 

形け
い
た
い
ふ
う
ぢ
ん

體
風
塵
を
隔へ

だ

て
、
威ゐ

ぎ儀
律り

つ
は
ん範

を
開
く
。

…

　
『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
冒
頭
の
こ
の
一
首
は
、
最
澄
の
「
奉
献
詩
」
に
答

え
る
嵯
峨
天
皇
の
作
で
あ
る
。
渡
唐
し
天
台
山
で
修
行
し
た
経
歴
を
、
蓬
萊

仙
境
を
遊
歴
す
る
仙
人
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
て
述
べ
た
の
ち
、「
朝
家
英
俊
無

く
、
法
侶
賢
才
隱
る
」
と
最
澄
を
隠
れ
た
賢
人
と
見
な
す
。
こ
こ
で
い
う
「
賢

才
」
は
、『
芸
文
類
聚
』（
巻
第
三
十
六
・
人
部
二
十
・
隠
逸
上
）「（
周
易
）
天
地

閉
、
賢
人
隱
」、『
宋
書
』
列
傳
第
五
十
三
・
隠
逸
「
遯
世
避
世
、
即
賢
人
也
」

な
ど
に
記
さ
れ
た
「
賢
人
」
と
同
じ
く
、
隠
者
を
指
す
。『
芸
文
類
聚
』（
巻
第

三
十
六
・
人
部
二
十
・
隠
逸
上
）
に
収
め
ら
れ
る
張
華
「
招
隱
詩
」
の
「
隱
士
托

山
林
、
遁
世
以
保
眞
。
連
恵
亮
未
遇
、
雄
才
屈
不
申
」
に
描
か
れ
た
隠
士
に
も

類
似
し
て
い
る
。
漢
籍
に
描
か
れ
た
隠
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
実
在
の
僧
侶
に
付
与

し
て
詠
む
の
は
、
い
か
に
も
興
味
深
い
。
嵯
峨
天
皇
が
山
林
修
行
に
勤
し
む
僧

侶
を
隠
れ
た
「
賢
才
」
と
賞
讃
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
井
実
充
史
氏
は
「
あ
く

ま
で
も
護
国
の
実
践
者
と
し
て
の
側
面
を
賞
賛
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

鎮
護
国
家
的
仏
教
政
策
を
と
る
当
時
の
朝
廷
が
僧
侶
に
求
め
て
い
た
政
治
的

役
割
に
他
な
ら
な
い）

28
（

」
と
の
見
解
を
示
し
た
。
は
た
し
て
嵯
峨
天
皇
が
僧
侶
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を
隠
者
と
し
て
讃
え
た
の
に
は
、
仏
教
政
策
以
外
に
理
由
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
玄
賓
に
関
す
る
御
製
詩
に
注
目
し
て
み
る
。『
日
本
後
紀
』
巻

二
十
三
・
逸
文
・
弘
仁
五
年
五
月
二
十
三
日
条
に
「
遣
使
賜
玄
賓
法
師
御
製
詩
、

兼
施
物
卅
段
」
と
記
さ
れ
た
御
製
詩
に
お
い
て
、「
苦
行
獨
老
山
中
室
。
盥
嗽

偏
宜
林
下
泉
。
遙
想
焚
香
観
念
處
。
寥
寥
日
夜
對
雲
烟
（
苦
行
し
て
獨
り
老
ゆ

山
中
の
室
、
盥
嗽
に
偏
に
宜
し
林
下
の
泉
。
遙
か
に
想
ひ
み
る
焚
香
観
念
の
處
、
寥

寥
に
日
夜
雲
烟
に
對
か
ふ
こ
と
を
）」（「
贈
賓
和
尚
」『
凌
雲
集
』
二
三
）
と
、
徳
の

高
い
苦
行
僧
に
対
す
る
思
慕
と
讃
美
が
溢
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
玄
賓
が
弘
仁

九
年
（
八
一
八
）
に
没
し
た
際
、
嵯
峨
天
皇
は
御
製
の
弔
詩
で
「
禪
林
時
見
摧

枝
幹
。
梵
宇
長
懷
失
棟
梁
（
禪
林
時
に
見
る
枝
幹
の
摧
か
る
る
を
、
梵
字
長
に
懷

ふ
棟
梁
を
失
ひ
し
を
）」（「
哭
賓
和
尚
」『
文
華
秀
麗
集
』
八
五
）
と
、
悲
痛
の
情

を
吐
露
し
て
い
る
。
玄
賓
の
入
寂
は
、
仏
教
界
に
と
っ
て
、「
棟
梁
」
が
失
わ

れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
朝
廷
に
と
っ
て
は
、
賢
才
の
喪
失
を
意
味
す
る
と
詠
ま

れ
て
い
る
よ
う
に
、
嵯
峨
天
皇
の
詩
の
世
界
に
お
い
て
は
、
玄
賓
が
深
山
修
行

の
高
徳
の
僧
侶
か
ら
山
林
隠
逸
の
高
潔
な
隠
者
、
賢
才
に
変
貌
し
、
崇
敬
す
べ

き
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

他
に
も
、「
和
光
法
師
遊
東
山
之
作
」（『
文
華
秀
麗
集
』
七
二
）、「
和
澄
公
臥

病
述
懷
之
作
」（『
文
華
秀
麗
集
』
七
六
）、「
問
淨
上
人
疾
」（『
経
国
集
』
巻
十
・

三
八
）」
な
ど
、
僧
侶
と
交
わ
す
嵯
峨
天
皇
の
御
製
が
多
々
見
ら
れ
る
。
高
徳

の
僧
侶
を
隠
者
と
見
な
し
て
、
優
遇
・
讃
美
す
る
嵯
峨
天
皇
の
姿
に
は
、
隠
逸

を
褒
賞
し
た
光
武
帝
の
よ
う
な
中
国
の
明
君
の
面
影
が
漂
っ
て
い
る
。『
後
漢

書
』「
逸
民
列
伝
」
第
七
十
三
に
よ
る
と
、
仕
官
拒
否
の
周
党
に
対
し
て
、
漢

の
光
武
帝
が
詔
を
下
し
、「
自
古
明
王
聖
主
必
有
不
賓
之
士
。
伯
夷
、
叔
齊
不

食
周
粟
、
太
原
周
黨
不
受
朕
祿
、
亦
各
有
志
焉
。
其
賜
帛
四
十
匹
」
と
、
周

党
の
隠
逸
行
為
を
許
し
た
の
み
な
ら
ず
、
褒
賞
も
与
え
た
。『
晋
書
』
列
伝
第

六
十
四
・
隠
逸
に
お
い
て
、「
玄
之
好
學
潛
默
、
安
於
陋
巷
。
州
舉
秀
才
、
公

府
辟
、
不
就
」
と
い
う
、
才
能
を
持
ち
つ
つ
仕
官
し
な
い
龔
玄
之
に
対
し
て
、

孝
武
帝
が
詔
を
下
し
、「
夫
哲
王
御
世
、
必
搜
揚
幽
隱
（
中
略
）
譙
國
戴
逵
、

武
陵
龔
玄
之
並
高
尚
其
操
、
依
仁
游
藝
、
潔
己
貞
鮮
、
學
弘
儒
業
、
朕
虛
懷
久

矣
。
云
々
」
と
、
玄
之
の
隠
逸
行
為
を
讃
え
、
官
位
、
褒
賞
を
与
え
た
。
漢
か

ら
六
朝
に
か
け
て
の
史
書
を
繙
く
と
、
龔
玄
之
の
よ
う
に
「
不
就
」、
つ
ま
り

仕
官
拒
否
し
た
記
録
が
甚
だ
多
い
。
こ
れ
ら
の
隠
逸
に
対
す
る
為
政
者
の
態
度

は
、「
夫
哲
王
御
世
、
必
搜
揚
幽
隱
」
と
い
う
孝
武
帝
の
詔
に
、
端
的
に
表
わ

れ
て
い
る
。
隠
者
を
礼
遇
し
、
隠
逸
の
気
風
を
尊
重
す
る
姿
勢
が
、
賢
明
な
君

主
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
唐
風
文
化
を
愛
好
し
、
隠
逸
文
学
を
愛
好
し
た
嵯

峨
天
皇
は
、
僧
侶
を
隠
者
と
見
な
し
、
彼
ら
を
優
遇
・
讃
美
し
た
。
こ
こ
に
は
、

井
実
氏
が
指
摘
し
た
仏
教
政
策
以
外
に
、
明
君
と
い
う
自
己
ア
ピ
ー
ル
の
意
図

も
込
め
ら
れ
て
い
る
と
、
こ
こ
で
補
足
し
た
い
。

　

梵
門
詩
な
ど
に
お
い
て
は
、
僧
侶
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、「
賓
公
遁
跡
星

霜
久
」（『
凌
雲
集
』
二
三
「
贈
賓
和
尚
」）、「
棲
隠
多
帰
趣
」（『
経
国
集
』
巻
十
・

梵
門
・
四
九
「
禅
居
」
尼
和
氏
）
と
あ
る
よ
う
に
、
出
家
と
い
う
行
為
に
つ
い
て

も
、
隠
逸
め
い
た
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、『
経
国
集）

29
（

』「
梵
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門
」
で
官
職
を
辞
す
る
官
人
の
出
家
を
詠
ん
だ
作
品
に
注
目
し
た
い
。

四
二
「
聞
右
軍
曹
貞
忠
入
道
因
簡
大
將
軍
良
公
」
淳
和
天
皇

久
厭
輪
廻
多
苦
事　

　

久
し
く
輪り

ん

廻ね

の
苦く

じ事
多
き
こ
と
を
厭い

と

ひ
、

遙
思
聽
法
鷲
峯
中　

　

遥は
る

か
に
聴

ち
や
う

法ほ
ふ

を
思
ふ
鷲じ

ゆ

峯ぶ

の
中
。

昨
朝
劍
戟
陪
丹
閣　

　

昨さ
く
て
う
け
ん
げ
き
た
ん
か
く

朝
剣
戟
丹
閣
に
陪は

べ

る
、

今
夕
僧
衣
向
花
宮　

　

今こ
ん
せ
き
そ
う

夕
僧
衣え

花く
わ

宮き
ゆ
うに

向む
か

ふ
。

…四
三
「
和
御
製
聞
右
軍
曹
入
道
簡
大
將
軍
良
公
」
太
上
天
皇
（
嵯
峨
上
皇
）

伊
昔
邊
頭
俠
少
年　

　

伊こ

れ
昔

む
か
し

辺へ
ん

頭
の
俠け

ふ
せ
う
ね
ん

少
年
、

今
爲
末
將
禁
庭
前　

　

今
し
末ま

つ

将し
や
うと

為な

る
禁き

ん
て
い庭

の
前
。

歸
眞
厭
俗
兵
戈
罷　

　

帰き

真し
ん
え
ん
ぞ
く

厭
俗
し
て
兵へ

い
く
わ戈

を
罷や

め
、

仰
拜
彤
闈
謝
皇
天　

　

仰
ぎ
て
彤と

う

闈ゐ

を
拝は

い

し
皇

く
わ
う

天て
ん

を
謝さ

る
。

…四
四
「
奉
和
聖
製
聞
右
軍
曹
貞
忠
入
道
見
賜
」
良
岑
安
世

効
忠
非
獨
兵
欄
士　

　

忠ち
ゆ
うを

効い
た

す
は
独ひ

と

り
兵へ

い
ら
ん欄

の
士を

の
この

み
に
あ
ら
ず
、

護
國
之
誠
法
門
人　

　

護ご

国こ
く

の
誠ま

こ
とは

法ほ
ふ
も
ん門

の
人
。

丹
闕
上
書
已
罷
職　

　

丹た
ん
け
つ闕

に
上

じ
や
う

書し
よ

し
て
已す

で

に
職つ

か
さを

罷や

む
、

緇
壇
落
髮
不
關
塵　

　

緇し

壇だ
ん

に
落ら

く
は
つ髪

し
て
塵ち

り

に
関か

か
はれ

ず
。

…

　

三
首
は
武
官
で
あ
る
貞
忠
の
出
家
に
つ
い
て
の
唱
和
で
あ
る
。
出
家
の
動

機
と
し
て
、
淳
和
天
皇
が
「
久
厭
輪
廻
多
苦
事
（
久
し
く
輪
廻
の
苦
事
多
き
こ

と
を
厭
ひ
）」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
苦
事
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す

の
か
。
そ
れ
は
、「
昨
朝
劔
戟
陪
丹
閣
、
今
夕
僧
衣
向
花
宮
（
昨
朝
剣
戟
丹
閣
に

陪
る
、
今
夕
僧
衣
花
宮
に
向
ふ
）」（
四
二
）、「
歸
眞
厭
俗
兵
戈
罷
（
帰
真
厭
俗
し

て
兵
戈
を
罷
め
）」（
四
三
）、「
丹
闕
上
書
已
罷
職
（
丹
闕
に
上
書
し
て
已
に
職
を

罷
む
）」（
四
四
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
武
官
の
役
職
そ
の
も
の
で
あ
る
。

三
首
と
も
右
軍
曹
の
職
を
辞
任
す
る
行
為
を
詩
作
に
読
み
込
み
、
貞
忠
の
武
官

か
ら
僧
侶
へ
の
転
身
に
注
目
し
て
い
る
。
官
界
か
ら
の
離
脱
は
、
隠
逸
的
生
活

の
は
じ
ま
り
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
。
隠
逸
の
伝
統
が
な
か
っ
た
日
本
で
は
、

本
来
は
方
向
性
の
異
な
る
出
家
と
隠
逸
と
の
区
別
が
曖
昧
で
、
両
者
は
明
確
に

区
別
さ
れ
な
か
っ
た
。
官
界
が
俗
世
の
一
部
と
認
識
さ
れ
た
た
め
、
官
界
へ
の

嫌
悪
表
現
は
薄
く
な
り
、
そ
の
感
情
は
「
厭
俗
」
と
い
う
仏
教
語
に
内
包
さ

れ
て
い
る
。
ひ
と
り
武
官
の
出
家
に
の
み
、
二
人
の
天
皇
が
詩
文
を
寄
せ
て
い

る
こ
と
は
、
や
や
奇
妙
に
思
わ
れ
る
。
貞
忠
の
生
没
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
り
、

彼
の
出
家
に
関
す
る
記
録
は
、『
日
本
後
紀
』
巻
三
十
三
・
逸
文
・
天
長
二
年

（
八
二
五
）
閏
七
月
癸
巳
廿
二
条
に
「
常
陸
国
人
右
近
衛
将
曹
従
八
位
上
勲
八

等
中
臣
鹿
嶋
連
貞
忠
願
得
度
。
許
之
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
と

く
に
二
人
の
天
皇
の
貞
忠
出
家
に
対
す
る
態
度
に
注
目
し
た
い
。
淳
和
天
皇
の

詩
作
の
後
半
に
お
い
て
は
、「
苔
蘚
密
間
乏
塵
垢　

松
杉
攅
處
有
淸
風
（
中
略
）

山
霧
始
開
無
明
氣　

溪
泉
欲
洗
夢
心
聾
（
苔
蘚
密
し
き
間
塵
垢
乏
し
、
松
杉
攅
る
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処
清
風
有
り
。（
中
略
）
山
霧
始
め
て
開
く
無
明
の
気
、
渓
泉
洗
は
む
と
す
夢
心
の

聾
）」
と
、
隠
者
許
由
の
洗
耳
の
故
事
を
思
わ
せ
る
修
行
ぶ
り
が
描
か
れ
、
崇

敬
と
讃
美
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
嵯
峨
天
皇
は
貞
忠
の
山
中
苦
行

を
思
い
や
っ
て
、「
塵
衣
已
替
薜
蘿
衲　

道
性
初
寒
楊
柳
綿
（
塵
衣
已
に
替
る
薜

蘿
の
衲
、
道
性
初
め
て
寒
し
楊
柳
の
綿
）」
と
詠
み
、「
雖
逢
聖
代
多
雨
露　

別
是

素
懷
奉
金
仙
（
聖
代
の
雨
露
多
き
こ
と
に
逢
ふ
と
雖
も
、
別
に
是
れ
素
懐
金
仙
に
奉

ら
む
）」
と
、
貞
忠
の
出
家
を
評
価
し
た
。
二
人
の
天
皇
が
武
官
貞
忠
の
出
家

を
隠
逸
め
か
し
て
描
き
だ
し
、
そ
の
出
家
行
為
を
肯
定
し
讃
美
し
た
の
は
、
や

は
り
前
述
し
た
よ
う
に
、
隠
逸
を
礼
遇
す
る
中
国
の
明
君
に
倣
っ
て
、
君
主
と

し
て
の
賢
明
さ
を
明
示
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

続
く
惟
良
春
道
の
「
送
伴
秀
才
入
道
」（
四
五
）
も
官
人
の
出
家
に
つ
い
て

詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
首
聯
に
「
厭
見
風
塵
上
下
情　

欲
雲
栖
去
學
無
生
（
風

塵
上
下
の
情
を
見
る
こ
と
を
厭
ひ
、
雲
栖
に
去
り
て
無
生
を
学
ば
む
と
す
）」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
上
下
情
」、
つ
ま
り
官
界
で
の
地
位
に
お
け
る
上
下

関
係
な
ど
社
会
秩
序
へ
の
嫌
悪
が
出
家
動
機
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
出
家
行

為
は
「
雲
栖
去
」「
學
無
生
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
無
生
」
は
『
文
選
』
孫

綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
散
以
象
外
之
説
、
暢
以
無
生
之
篇
（
散
ず
る
に
象
外

の
説
を
以
て
し
、
暢
ぶ
る
に
無
生
の
篇
を
以
て
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、『
法
華
経
』

に
見
え
る
「
無
生
」
の
説
を
、
仏
典
を
指
す
言
葉
に
転
じ
た
も
の
で
あ
る）

30
（

。
と

こ
ろ
が
、「
雲
栖
」（
栖
＝
棲
）
は
『
芸
文
類
聚
』
曹
植
「
釋
愁
文
」
の
「
使
王

喬
與
之
、
攜
手
而
游
。（
中
略
）
趣
遐
路
以
棲
跡
、
乘
輕
雲
以
高
翔
」
に
見
え

る
よ
う
に
、
も
と
は
仙
人
が
到
達
し
た
超
俗
的
な
境
地
を
意
味
す
る
。
ま
た

『
南
済
書
』
巻
五
十
四
・
列
伝
・
高
逸
が
載
せ
る
褚
伯
玉
伝
に
「
此
子
滅
景
雲

棲
、
不
事
王
侯
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
隠
者
の
あ
り
方
を
表
わ
す
も

の
で
も
あ
る
。
地
位
の
上
下
に
心
を
悩
ま
せ
て
官
界
を
離
れ
た
秀
才
の
出
家
と

い
う
だ
け
で
す
で
に
隠
逸
を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
さ
ら
に
隠
逸
に
関
す
る
表
現

を
援
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
出
家
と
隠
逸
の
区
別
が
曖
昧
に
な
る
。
当
時

の
文
人
の
脳
裏
に
お
い
て
、
出
家
と
い
う
行
為
が
隠
逸
と
混
同
さ
れ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
僧
侶
の
出
家
を
小
隠
と
戯
言
し
た
小
野
岑
守
の
「
歸
休
獨
臥
寄

高
雄
寺
空
上
人
」（
五
八
）
が
好
例
と
い
え
よ
う
。
詩
題
に
当
た
る
部
分
で
は
、

次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

歸
休
樂
閑
寂　

在
参
忘
囂
滓　

 

帰き

休き
ゆ
うし

て
閑か

ん

寂じ
や
くを

楽た
の

し
ぶ
、
参
に

さ
う

在あ

り
て

囂が
う

滓し

を
忘
る
。

披
帙
遊
玄
妙　

彈
琴
翫
山
水　

 

帙ち
つ

を
披ひ

ら

き
て
玄げ

ん
め
う妙

に
遊
ぶ
、
琴き

ん

を
弾ひ

き
て

山さ
ん
す
い水

を
翫

も
ち
あ
そぶ

。

寄
言
陵
藪
客　

大
隱
隱
朝
市　

 

言こ
と

を
寄よ

す
陵

り
よ
う

藪そ
う

の
客か

く

に
、
大だ

い
い
ん
て
う

隠
朝
市し

に
隠か

く

る
と
。

　

前
の
四
句
は
作
者
の
帰
休
生
活
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
。「
歸
休
」
と
は
、

『
荘
子
』
逍
遙
遊
第
一
の
許
由
の
言
葉
に
「
鷦
鷯
巢
於
深
林
、
不
過
一
枝
。
偃

鼠
飮
河
、
不
過
滿
腹
。
歸
休
乎
君
。
予
無
所
用
天
下
爲
（
鷦
鷯
深
林
に
巢
ふ
も
、
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一
枝
に
過
ぎ
ず
。
偃
鼠
河
に
飮
む
も
、
滿
腹
に
過
ぎ
ず
。
歸
休
せ
よ
君
。
予
天
下
を

用
て
爲
す
所
無
し
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
朝
廷
で
の
仕
官
を
や
め
て
家
に
帰
っ
て

休
む
意
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
歸
休
」
は
退
官
を
意
味
す
る
の
で
は
な

く
、
役
所
か
ら
家
に
帰
っ
て
し
ば
ら
く
休
息
す
る
こ
と
と
理
解
し
て
よ
か
ろ

う）
31
（

。
第
二
句
に
「
参
に
在
り
て
囂
滓
を
忘
る
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
小

野
岑
守
は
騒
が
し
い
世
の
中
に
住
み
仕
官
し
な
が
ら
も
、
閑
寂
境
を
楽
し
み
世

間
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
自
ら
の
帰
休
生
活
に
お
け
る
仕
官
と
隠
逸
の

調
和
を
強
調
し
た
。
後
の
二
句
は
『
文
選
』（
巻
二
十
二
）
王
康
琚
「
反
招
隠

詩
」
の
「
小
隱
隱
陵
藪
、
大
隱
隱
朝
市
（
小
隱
は
陵
藪
に
隱
れ
、
大
隱
は
朝
市
に

隱
る
）」
を
も
と
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
詩
題
「
寄
高
雄
寺
空
上
人
」
と
併

せ
見
る
と
、「
寄
言
陵
藪
客
」
の
「
陵
藪
客
」
が
空
海
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
作
者
は
山
林
修
行
に
励
む
空
海
を
小
隠
と
見
な
し
、
自
身
の
帰
休
生

活
を
大
隠
と
自
讃
し
た
。
こ
の
一
首
は
脱
俗
志
向
を
持
つ
官
僚
の
朝
隠
と
、
反

俗
性
を
有
す
る
僧
侶
の
山
林
修
行
、
即
ち
隠
逸
と
出
家
の
区
別
に
疑
念
を
抱
か

せ
る
作
品
で
あ
る）

32
（

。
出
家
を
隠
逸
と
見
な
す
ほ
ど
、
当
時
は
出
家
と
隠
逸
の
相

違
が
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

僧
侶
と
い
う
存
在
、
出
家
と
い
う
行
為
の
み
な
ら
ず
、
寺
院
と
い
う
場
所
も

隠
逸
の
場
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
る
。

「
過
梵
釋
寺
」
七
三

雲
嶺
禪
扃
人
蹤
絕
。　

雲う
ん
れ
い嶺

の
禪ぜ

ん
け
い
じ
ん

扃
人
蹤し

よ
う

絶た

え
、　

昔
將
今
日
再
攀
登
。　

昔
と
今
日
と
再ふ

た

た
び
攀は

ん
と
う登

す
。

幽
奇
巖
嶂
吐
泉
水
。　

幽い
う

奇き

な
る
巖が

ん

嶂し
や
う

泉せ
ん
す
ゐ水

を
吐は

き
、

老
大
杉
松
離
舊
藤
。　

老ら
う
だ
い大

な
る
杉さ

ん

松し
よ
う

舊き
う
と
う藤

を
離か

く
。

梵
宇
本
無
塵
滓
事
。　

梵ぼ
ん

宇う

本も
と

よ
り
無
し
塵ぢ

ん

滓し

の
事
、

法
筵
唯
有
薜
蘿
僧
。　

法ほ
ふ
え
ん筵

に
唯た

だ

有
る
は
薜へ

い

蘿ら

の
僧そ

う

の
み
。

忽
銷
煩
想
夏
還
冷
。　

忽た
ち
まち

に
煩は

ん
さ
う想

銷さ

え
て
夏
も
還か

へ

り
て
冷ひ

や

や
か
に
、

欲
去
淹
留
暫
不
能
。　

去
ら
む
と
し
て
淹え

ん
り
う留

す
る
こ
と
暫し

ば
らく

も
能あ

た

は
ず
。

　
『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
に
収
め
ら
れ
る
嵯
峨
天
皇
が
梵
釈
寺
に
行
幸
し
た

際
に
詠
ん
だ
作
で
あ
る
。
初
句
「
雲
嶺
の
禪
扃
人
蹤
絶
え
」
は
人
気
が
な
く
、

雲
の
か
か
っ
た
嶺
と
い
う
梵
釈
寺
の
所
在
を
示
し
て
い
る
。
頷
聯
は
対
句
で
寺

院
の
景
色
を
描
く
。
珍
し
い
形
を
し
た
「
巖
」
や
「
泉
」
な
ど
を
挙
げ
、
寺
院

の
地
形
の
険
し
さ
を
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
年
を
経
た
「
杉
」「
松
」
な
ど

の
常
緑
樹
や
古
い
「
藤
」
を
列
挙
し
て
、
寺
院
周
辺
の
仙
境
的
雰
囲
気
を
描
き

だ
す
。
こ
の
よ
う
な
描
き
方
は
続
く
一
句
に
「
梵
宇
本
よ
り
無
し
塵
滓
の
事
」

と
あ
る
よ
う
に
、
寺
院
の
脱
俗
性
を
引
き
立
て
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
藤

原
宇
合
「
遊
吉
野
川
」（『
懐
風
藻
』
九
二
）
に
「
芝
蕙
蘭
蓀
澤
。
松
柏
桂
椿
岑

（
芝
蕙
蘭
蓀
の
澤
、
松
柏
桂
椿
の
岑
）」
と
描
か
れ
た
吉
野
仙
境
を
想
起
さ
せ
る
。

尾
聯
の
「
忽
ち
に
煩
想
銷
え
て
夏
も
還
り
て
冷
や
か
に
」
は
、
煩
悩
が
消
え
る

こ
と
と
夏
の
暑
さ
を
逃
れ
る
こ
と
を
、
寺
院
行
幸
の
目
的
と
し
て
ほ
の
め
か
し

て
い
る
。
本
詩
の
主
眼
は
寺
院
を
世
俗
と
は
隔
絶
し
た
脱
俗
的
空
間
と
し
て
描
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き
だ
し
、
隠
逸
の
趣
向
を
一
時
的
に
味
わ
う
場
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
寺
院
行
幸
は
吉
野
行
幸
と
同
じ
主
旨
の
も
の
と
な
っ
た
と
い

え
よ
う
。

　

嵯
峨
天
皇
の
御
製
に
唱
和
し
た
藤
原
冬
嗣
の
「
扈
從
梵
釋
寺
」（
七
五
）
も

「
梵
釋
蕭
然
太
幽
閑
。（
中
略
）
法
堂
寂
寂
煙
霞
外
。
禪
室
寥
寥
松
竹
間
（
梵
釋

蕭
然
に
し
て
太
だ
幽
閑
な
り
。（
中
略
）
法
堂
寂
々
煙
霞
の
外
、
禪
室
寥
々
松
竹
の

間
）」
と
寺
院
の
閑
寂
な
雰
囲
気
の
描
写
に
力
を
入
れ
て
い
る
。『
経
国
集
』
巻

十
・
梵
門
所
収
の
同
じ
詩
群
の
「
扈
從
梵
釋
寺
」（
四
八
・
三
原
春
上
）
に
も

「
徐
出
莊
梯
知
俗
遠　

閑
遊
碧
落
覺
塵
空　

禪
場
蘚
色
無
冬
夏　

幽
谷
松
聲
有

隔
通
（
徐
に
荘
梯
を
出
で
て
俗
の
遠
き
こ
と
を
知
る
、
閑
か
に
碧
落
に
遊
び
て
塵
の

空
し
き
こ
と
を
覚
る
。
禅
場
の
蘚
色
冬
夏
無
し
、
幽
谷
の
松
聲
隔
通
有
り
）」
と
あ

り
、
梵
釈
寺
の
脱
俗
的
な
境
地
が
看
取
さ
れ
る
。
他
に
も
、
嵯
峨
上
皇
の
作

「
春
日
過
山
寺
觀
菩
薩
舊
壇
」（『
経
国
集
』
巻
十
・
梵
門
・
三
七
）
で
、「
禪
扃
閉

雲
春
山
寒　

林
下
苔
封
萬
古
壇
（
禅
扃
雲
閉
ぢ
て
春
山
寒
く
、
林
下
の
苔
万
古
の

壇
を
封
む
）」
と
詠
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
雲
」
と
「
苔
」
に
閉
ざ
さ
れ
た
寺

院
の
隔
絶
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
考
察
を
通
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
宮
廷
人
に
と
っ
て
、
僧
侶
、
出
家
、

寺
院
と
は
、
い
ず
れ
も
隠
逸
と
関
わ
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
宮
廷

人
の
感
覚
に
お
い
て
は
、〈
仏
〉
と
〈
隠
〉
の
区
別
が
曖
昧
で
あ
り
、
実
在
す

る
〈
仏
〉
を
観
念
に
の
み
存
在
す
る
〈
隠
〉
と
見
な
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
な

わ
れ
た
。
も
と
も
と
異
質
な
〈
仏
〉
と
〈
隠
〉
を
同
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
一

因
は
、
宮
廷
人
の
梵
門
詩
の
特
色
を
な
す
脱
俗
性
・
反
俗
性
と
い
う
共
通
点
が

架
け
橋
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

２　
〈
俗
〉
↓
〈
隠
〉

　

宮
廷
人
は
僧
侶
を
隠
者
と
見
な
し
た
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
も
隠
者
と
自
称
し

て
僧
侶
と
の
交
流
を
果
そ
う
と
し
た
。『
経
国
集
』
巻
十
・
梵
門
の
、
最
澄
の

病
気
を
慰
問
す
る
一
連
の
詩
作
か
ら
そ
の
傾
向
が
読
み
と
れ
る
。

「
問
淨
上
人
疾
」（
三
八
）

聞
公
蹔
病
臥
山
房　

　

聞
く
な
ら
く
公き

み
し
ば蹔

し
病や

み
て
山さ

ん
ば
う房

に
臥ふ

す
と
、

空
報
鐘
聲
不
上
堂　

　

空む
な

し
く
報つ

ぐ
る
鐘

し
よ
う

声せ
い
だ
う堂

に
上の

ぼ

ら
ず
。

道
性
如
思
幽
客
問　

　

道だ
う

性し
や
う

如も

し
幽い

う
か
く客

の
問

お
と
づ
れを

思
は
ば
、

須
療
身
是
眞
藥
王　

　

須す
べ
から

く
身
を
療い

や

す
べ
し
是
れ
ぞ
真ま

こ
との

薬や
く
わ
う王

。

「
奉
和
太
上
天
皇
訪
淨
上
人
病
」（
三
九
）

高
僧
幾
歳
養
淸
閑　

　

高か
う
そ
う
い
く
と
せ

僧
幾
歳
か
清せ

い
か
ん閑

を
養や

し
なふ

、

病
裡
天
花
映
暮
山　

　

病
び
や
う

裡り

の
天て

ん

花げ

暮ぼ

山ざ
ん

に
映う

つ

る
。

野
客
時
來
通
幽
問　

　

野や

客か
く

時と
き

に
来き

た

り
て
幽い

う
も
ん問

を
通つ

う

ず
、

疎
鐘
獨
報
白
雲
間　

　

疎そ

鐘し
よ
う

獨ひ
と

り
報つ

ぐ
白は

く
う
ん雲

の
間あ

ひ
だ。
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　僧侶と隠逸表現

「
奉
和
太
上
天
皇
訪
淨
上
人
病
」（
四
〇
）

支
公
臥
病
遣
居
諸　

　

支し

公こ
う

病や
ま
ひに

臥ふ

し
て
居つ

き
ひ諸

を
遣や

る
、

古
寺
莓
苔
人
訪
疎　

　

古こ

じ寺
の
莓ま

い
た
い苔

人
の
訪と

ふ
こ
と
疎お

ろ
そか

な
り
。

山
客
尋
來
若
相
問　

　

山さ
ん
か
く客

尋
ね
来き

た

り
て
若も

し
相あ

ひ

問と

は
ば
、

自
言
身
世
浮
雲
虛　

　

自み
ず
から

言
は
む
身し

ん
せ
い世

浮ふ

雲う
ん

と
虚む

な

し
と
。

　

最
初
の
一
首
は
嵯
峨
上
皇
が
病
臥
の
最
澄
を
見
舞
っ
た
作
で
あ
る
。
第
三

句
「
道
性
如
し
幽
客
の
問
を
思
は
ば
」
に
つ
い
て
は
、
井
実
充
史
氏
が
「
隠
者

か
ら
の
見
舞
い
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
と
浄
上
人
と
の
関

係
を
隠
者
と
僧
侶
の
そ
れ
と
見
な
し
て
い
る）

33
（

」
と
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
続

く
源
弘
、
源
常
の
奉
和
詩
に
も
「
野
客
時
に
来
り
て
幽
問
を
通
ず
」、「
山
客

尋
ね
来
り
て
若
し
相
問
は
ば
」
と
あ
る
よ
う
に
、
隠
者
と
自
称
し
て
最
澄
の
疾

を
問
う
て
い
る
。
宮
廷
人
が
隠
者
を
装
い
、「
養
清
閑
」「
人
訪
疎
」
と
し
て
描

写
さ
れ
た
閑
寂
性
と
脱
俗
性
を
有
す
る
僧
侶
と
の
同
化
を
図
り
、
僧
侶
と
対
等

の
交
流
を
果
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、〈
俗
〉
が
〈
隠
〉
と
名
乗
り
、

〈
隠
〉
と
近
似
す
る
〈
仏
〉
と
の
同
化
を
実
現
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
さ

ら
に
僧
侶
と
の
交
友
関
係
を
明
示
し
て
詠
ん
だ
の
は
淡
海
三
船
で
あ
る
。

「
贈
南
山
智
上
人
」（『
経
国
集
』
巻
十
「
梵
門
」
七
一
）

獨
居
窮
巷
側　

知
己
在
幽
山　

 

独ど
く

居き
よ

す
窮

き
ゆ
う

巷か
う

の
側

か
た
は
ら、

知ち

き己
幽い

う
ざ
ん山

に
在
り
。

得
意
千
年
桂　

同
香
四
海
蘭　

 

意い

を
得
た
り
千せ

ん
ね
ん年

の
桂け

い

、
香か

う

を
同
じ
く
す

四し

海か
い

の
蘭ら

ん

。

野
人
披
薜
衲　

朝
隱
忘
衣
冠　

 

野や

人じ
ん
へ
い
な
ふ

薜
衲
を
披き

る
、
朝て

う

隠い
ん

衣い

冠く
わ
んを

忘
る
。

副
思
何
處
所　

遠
在
白
雲
端　

 

副ふ
く

思し

（
？）

34
（

）
何い

づ

れ
の
処と

こ
ろ所

ぞ
、
遠
く
白は

く
う
ん雲

の
端は

し

に
在
り
。

　

首
聯
か
ら
智
者
上
人
と
の
交
友
関
係
を
示
し
て
い
る
。
初
句
「
独
居
す
窮

巷
の
側
」
に
は
、
官
界
に
身
を
お
く
作
者
の
孤
独
感
、
嫌
悪
感
が
読
み
と
れ

る）
35
（

。
第
二
句
「
知
己
幽
山
に
在
り
」
で
は
、
知
人
の
奥
深
い
山
住
ま
い
へ
の

憧
れ
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
頸
聯
は
、
作
者
自
身
の
有
り
様
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。
前
句
「
野
人
薜
衲
を
披
る
」
の
「
野
人
」
は
『
芸
文
類
聚
』（
巻

第
三
十
六
・
人
部
二
十
・
隠
逸
上
）
庾
信
「
奉
和
趙
王
隱
士
」
に
「
雖
無
亭
長
識
、

終
見
野
人
伝
」
や
、『
文
選
』（
巻
十
三
）
潘
安
仁
「
秋
興
賦
并
序
」
の
「
僕
野

人
也
。
偃
息
不
過
茅
屋
茂
林
之
下
（
僕
野
人
な
り
。
偃
息
は
茅
屋
茂
林
の
下
に
過

ぎ
ず
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
仕
官
し
な
い
者
を
指
す
。「
薜
衲
」
の
「
薜
」
は
薜

蘿
、
つ
た
か
づ
ら
の
類
で
あ
る
。『
文
選
』（
巻
二
十
二
）
謝
霊
運
「
從
斤
竹
澗

越
嶺
渓
行
」
に
「
想
見
山
阿
人
、
薜
蘿
若
在
眼
（
山
阿
の
人
を
想
見
す
る
に
、
薜

蘿
は
眼
に
在
る
が
若
し
）」
と
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
も
と
は
隠
者
で
あ
る
「
山
阿

人
」
の
衣
服
を
指
す
。「
衲
」
は
法
衣
を
い
う
。
こ
こ
で
の
「
薜
衲
」
は
粗
末

な
僧
衣
の
意
で
あ
る
。
仕
官
し
な
い
隠
者
に
な
ぞ
ら
え
て
、
俗
人
で
あ
り
な
が

ら
僧
侶
の
服
を
着
る
と
い
う
。
後
句
は
「
朝
隠
衣
冠
を
忘
る
」
と
、
朝
廷
に
仕

官
し
な
が
ら
官
僚
の
身
を
忘
れ
、
朝
廷
を
隠
逸
の
場
所
と
見
な
し
て
隠
逸
の
心
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境
を
も
つ
と
い
う
。
か
つ
て
出
家
し
た
経
験
の
あ
る
淡
海
三
船
は
〈
仏
〉
と

〈
俗
〉、〈
仕
〉
と
〈
隠
〉
の
間
を
自
由
に
行
き
来
で
き
る
自
身
の
有
り
様
を
述

べ
た
。
作
者
は
自
ら
を
朝
隠
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
心
世
界

が
分
か
ち
合
え
る
の
は
、
遠
く
「
白
雲
の
端
」
に
居
る
僧
侶
の
智
者
上
人
の
み

と
す
る
こ
と
で
、
僧
侶
と
の
強
い
同
志
的
関
係
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

僧
侶
と
宮
廷
人
は
、
本
来
〈
仏
〉〈
俗
〉
の
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
以
上
の
詩
作
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
宮
廷
人
が
僧
侶
の
知
己
と
し
て
登
場

し
た
こ
と
で
、〈
仏
〉〈
俗
〉
の
対
立
関
係
が
交
友
関
係
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
宮
廷
人
に
あ
る
二
つ
の
作
詩
傾
向
に
注
目
し
て

き
た
。
一
つ
は
脱
俗
性
・
反
俗
性
と
い
う
〈
仏
〉〈
隠
〉
の
共
通
点
を
利
用
し

て
、
本
来
異
質
な
〈
仏
〉
と
〈
隠
〉
を
同
化
さ
せ
る
傾
向
。
も
う
一
つ
は
、
仕

官
す
る
〈
俗
〉
の
身
を
朝
隠
な
ど
の
〈
隠
〉
と
見
な
し
て
、〈
隠
〉
と
同
化
し

た
〈
仏
〉
と
対
等
な
関
係
を
築
く
傾
向
で
あ
る
。〈
仏
〉〈
俗
〉
の
そ
れ
ぞ
れ

が
〈
隠
〉
と
同
化
し
て
は
じ
め
て
、
宮
廷
人
と
僧
侶
の
対
等
の
交
流
が
可
能
と

な
っ
た
。〈
隠
〉
は
、〈
仏
〉
と
〈
俗
〉
の
間
で
媒
介
の
役
割
を
果
た
し
た
と
い

え
よ
う
。お

わ
り
に

　

隠
者
と
僧
侶
は
、
脱
俗
性
・
反
俗
性
と
い
う
共
通
点
を
持
ち
な
が
ら
、
方
向

性
が
異
な
る
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
に
お
い
て
、
老
荘
思
想
の
全

盛
期
で
あ
る
六
朝
に
至
り
、
老
荘
を
通
じ
て
理
解
さ
れ
る
格
義
仏
教
が
盛
行
し

た
。
さ
ら
に
仏
教
の
中
国
化
が
進
み
、
老
荘
思
想
の
要
素
を
多
く
取
り
入
れ
る

禅
宗
が
隆
盛
し
た
中
唐
以
後
、
よ
う
や
く
「
詩
僧
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
、

数
多
く
の
詩
僧
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た）

36
（

。
一
方
、
日
本
で
は
、
文
化
導
入

の
担
い
手
と
い
う
役
割
に
よ
っ
て
、
僧
侶
と
い
う
存
在
に
、
あ
る
特
殊
性
が
付

与
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
と
く
に
作
詩
を
含
む
文
化
活
動
へ
の
参
加
は
、
当
時

の
僧
侶
が
隠
者
と
い
う
観
念
上
の
存
在
と
同
一
視
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。
本

稿
で
は
、
こ
う
し
た
僧
侶
及
び
彼
ら
の
文
学
活
動
に
注
目
し
、
隠
逸
表
現
の
受

容
と
再
構
築
に
お
け
る
僧
侶
の
役
割
を
探
っ
た
。
ま
ず
、『
懐
風
藻
』
に
お
け

る
僧
伝
と
詩
作
に
つ
い
て
、「
竹
林
」「
佯
狂
」「
方
外
士
」「
養
性
」
な
ど
隠
者

と
文
学
的
つ
な
が
り
を
持
つ
表
現
に
注
目
し
て
考
察
し
た
。
本
来
、
隠
者
に
関

わ
る
定
型
的
表
現
を
僧
侶
の
描
写
に
援
用
す
る
手
法
が
中
国
高
僧
伝
類
の
表
現

の
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
下
に
成
立
し
た
『
懐
風
藻
』
僧
伝
及
び
詩
作
に

お
い
て
、
こ
う
し
た
隠
者
に
関
わ
る
定
型
的
表
現
が
援
用
さ
れ
、
僧
侶
の
脱
俗

性
・
反
俗
性
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
文
学
に
お
け
る
僧
侶
と
隠
者
の
区
別
が

曖
昧
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
、
当
時
の
僧
侶
観
を
把
握
す
る
た
め

に
、
主
に
嵯
峨
天
皇
の
御
製
詩
を
は
じ
め
と
す
る
『
文
華
秀
麗
集
』『
経
国
集
』

梵
門
詩
に
つ
い
て
、〈
隠
〉
を
も
っ
て
〈
仏
〉
と
〈
俗
〉
の
対
等
な
交
流
を
は

か
ろ
う
と
す
る
宮
廷
人
の
作
詩
傾
向
を
考
察
し
た
。
そ
こ
で
は
、
脱
俗
性
・
反

俗
性
と
い
う
〈
仏
〉〈
隠
〉
の
共
通
点
に
よ
っ
て
、
僧
侶
が
隠
者
と
見
な
さ
れ

た
。
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　僧侶と隠逸表現

　

隠
逸
の
伝
統
が
な
い
日
本
に
お
け
る
隠
逸
表
現
の
受
容
と
再
構
築
が
、
い
ず

れ
も
僧
侶
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
実
に
興
味
深
い
。
こ
こ
に
、
当
時

の
日
本
の
外
来
文
化
の
重
層
的
な
受
容
様
態
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

注（
１
）  

大
庭
脩
「
日
本
に
お
け
る
中
国
典
籍
の
伝
播
と
影
響
」（
大
庭
脩
・
王
勇
編
『
日

中
文
化
交
流
史
叢
書　

第
九
巻　

典
籍
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
２
）  

小
林
昇
『
中
国
・
日
本
に
お
け
る
歴
史
観
と
隠
逸
思
想
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
八
三
年
）
五
「
遁
世
と
遁
世
者
」
二
六
一
頁
。

（
３
）  

例
え
ば
、
殷
周
革
命
の
時
、
周
に
仕
え
ず
に
餓
死
し
た
伯
夷
・
叔
斉
（『
論
語
』

季
氏
篇
・
微
子
篇
、『
荘
子
』
譲
王
篇
・
盜
跖
篇
な
ど
に
見
え
る
）
の
行
為
が
隠
逸

の
本
義
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
竹
林
七
賢
の
一
人
・
阮
籍
が
母
の
葬
式
の
日
も

酒
を
飲
ん
で
肉
を
食
い
、
当
時
の
礼
法
に
反
発
す
る
行
為
を
し
た
こ
と
（『
世
說
新

語
』
任
誕
篇
）
が
隠
逸
と
い
う
概
念
の
外
延
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）  

こ
こ
に
挙
げ
た
四
僧
伝
の
他
に
、
大
友
皇
子
、
河
島
皇
子
、
大
津
皇
子
、
葛
野
王
、

石
上
麻
呂
の
伝
記
が
あ
る
。

（
５
）  

横
田
健
一
「『
懐
風
藻
』
所
載
僧
伝
考
」（『
白
鳳
天
平
の
世
界
』
創
元
社
、

一
九
七
三
年
）
二
七
五
頁
。

（
６
）  

横
田
氏
注
（
５
）
前
掲
書
、「『
懐
風
藻
』
所
載
僧
伝
考
」、
六
「
四
僧
伝
の
共
通

点
と
編
者
の
意
図
」
を
参
照
。

（
７
）  

横
田
氏
注
（
５
）
前
掲
書
、
六
「
四
僧
伝
の
共
通
点
と
編
者
の
意
図
」
に
、「
脱

俗
、
反
俗
は
僧
侶
と
し
て
当
然
の
こ
と
と
は
い
い
な
が
ら
、
俗
人
で
あ
る
ら
し
い
編

者
が
、
こ
の
点
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
撰
に
あ
た
り
、
伝
を
叙
述
し
て
い
る
点
が
注

意
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（
二
九
四
頁
）
と
の
見
解
が
見
え
る
。

（
８
）  

石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇

年
初
版
、
一
九
六
六
年
再
版
）。

（
９
）  

藏
中
し
の
ぶ
「
上
代
漢
文
伝
の
成
立
と
『
続
日
本
紀
』

―
官
人
薨
卒
伝
と
僧
伝

の
性
格
の
ち
が
い
か
ら
」（『
上
代
文
学
』
六
四
、一
九
九
〇
年
四
月
）。

（
10
）  

小
島
憲
之
「
漢
語
あ
そ
び

―
『
懐
風
藻
』
仏
家
伝
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
学
』

五
七
―
一
、一
九
八
九
年
一
月
）。

（
11
）  

胡
志
昂
「
釈
智
蔵
の
詩
と
老
荘
思
想
」（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
人
間
学
部
篇
』

一
〇
、二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
四
五
〇
頁
。

（
12
）  

以
下
『
懐
風
藻
』『
文
華
秀
麗
集
』
の
引
用
本
文
及
び
訓
読
文
は
、
と
く
に
注
記

し
な
い
限
り
、
小
島
憲
之
校
注
『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粋
』（
日
本
古

典
文
学
大
系
六
九
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
第
一
刷
、
一
九
八
六
年
第
一
八
刷
）

に
よ
る
。
底
本
の
本
文
を
尊
重
す
る
た
め
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改

め
な
い
こ
と
に
す
る
。
傍
線
筆
者
、
以
下
同
様
。

（
13
）  

山
口
敦
史
「
東
ア
ジ
ア
の
漢
詩
と
僧
侶

―
『
懐
風
藻
』
僧
伝
研
究
序
説
」

（
辰
巳
正
明
編
『
懐
風
藻

―
漢
字
文
化
圏
の
中
の
日
本
古
代
漢
詩
』
笠
間
書
院
、

二
〇
〇
〇
年
）
一
五
九
│
一
六
〇
頁
。

（
14
）  

「
狂
」
と
い
う
行
為
の
脱
俗
性
・
反
俗
性
に
文
学
的
価
値
が
付
与
さ
れ
、
隠
逸
伝

を
は
じ
め
、
高
僧
伝
、
往
生
伝
、
及
び
仏
教
説
話
集
に
お
い
て
、
狂
的
人
物
像
が
し

ば
し
ば
登
場
し
、
一
つ
の
文
学
的
系
譜
が
形
成
さ
れ
た
。

（
15
）  

胡
氏
注
（
11
）
前
掲
論
文
、
四
五
〇
頁
。

（
16
）  

『
芸
文
類
聚
』
第
七
十
六
巻
・
内
典
の
「
周
王
・
善
行
寺
碑
」
に
「
桑
門
傳
譯
。

晉
處
洛
陽
之
拜
」、『
弘
明
集
』
第
八
巻
の
「
記
室
劉
勰
滅
惑
論
」
に
「
本
舊
經
云
。

喪
門
喪
門
由
死
滅
之
門
。
云
其
法
無
生
之
教
。
名
曰
喪
門
。
至
羅
什
又
改
為
桑
門
。

僧
褘
又
改
為
沙
門
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
桑
門
」
は
「
沙
門
」
と
同
様
、
僧
侶
を
意

味
す
る
語
で
あ
る
。

（
17
）  

『
荘
子
』
列
禦
寇
第
三
十
二
に
「
巧
者
勞
而
知
者
憂
。
無
能
者
無
所
求
、
飽
食
而

遨
遊
。
汎
若
不
繫
之
舟
、
虛
而
遨
遊
者
也
」
と
あ
る
。
他
の
用
例
と
し
て
、『
抱
朴
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子
』
内
篇
・
仙
薬
・
巻
十
一
の
「
神
農
四
經
曰
、
上
藥
令
人
身
安
命
延
、
昇
為
天
神
、

遨
遊
上
下
、
使
役
萬
靈
、
體
生
毛
羽
、
行
廚
立
至
」、『
文
選
』
巻
二
十
二
・
遊
覽
・

魏
文
帝
「
芙
蓉
池
作
」
の
「
遨
遊
快
心
意
、
保
己
終
百
年
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
18
）  
波
戸
岡
旭
「『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
の
山
水
観

―
「
智
水
仁
山
」
の
典
故
を
中
心

に
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八
五
―
一
〇
、一
九
八
四
年
一
〇
月
）、
二
三
頁
を
参
照
。

（
19
）  

小
島
氏
注
（
12
）
前
掲
書
、
八
〇
頁
頭
注
。

（
20
）  

胡
氏
注
（
11
）
前
掲
論
文
、
五
「
仏
教
と
玄
学
」
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
21
）  

老
荘
思
想
と
仏
教
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
森
三
樹
三
郎
『
老
荘
と
仏
教
』（
講

談
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）  

中
嶋
隆
藏
『
六
朝
思
想
の
研
究

―
士
大
夫
と
仏
教
思
想
』（
平
楽
寺
書
店
、

一
九
八
五
年
）、
附
篇
「
六
朝
時
代
に
お
け
る
儒
仏
道
三
思
想
の
交
流
」
に
お
い
て
、

「
無
為
」「
自
然
」「
因
縁
」
の
観
念
を
手
が
か
り
と
し
て
、
三
思
想
交
流
の
実
態
に

つ
い
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）  

小
島
氏
注
（
10
）
前
掲
論
文
。

（
24
）  

「
佯
狂
」
と
「
方
外
士
」
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
矢
嶋
美
都
子
「
六
朝
人
の
「
狂
」

の
観
念
の
由
来
と
変
遷

―
「
佯
狂
」
の
変
容
を
中
心
に
」（
佐
藤
保
編
『
鳳
よ
鳳

よ

―
中
国
文
学
に
お
け
る
〈
狂
〉』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
25
）  

大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
制
作
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
二
〇
〇
七
版
」
で
の
検
索
結
果
に
よ
る
。

（
26
）  

井
実
充
史
「
鎮
護
国
家
と
梵
門
詩

―
『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
を
中
心
に
」

（『
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集　

人
文
科
学
部
門
』
第
七
七
号
、
二
〇
〇
四
年
一
二

月
）、
一
頁
。

（
27
）  

〈
仏
〉〈
俗
〉
の
対
立
と
い
う
視
点
で
の
梵
門
詩
研
究
に
つ
い
て
は
、
井
実
充
史

「〈
道
〉〈
俗
〉
対
立
の
構
造

―
『
経
国
集
』「
梵
門
」
を
中
心
に
」（『
福
島
大
学
研

究
年
報
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）
が
参
考
に
な
る
。
た
だ
し
、
道
教
と
の

混
同
を
避
け
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
〈
道
〉
を
改
め
て
〈
仏
〉
と
称
す
る
。

（
28
）  

井
実
氏
注
（
26
）
前
掲
論
文
、
二
頁
。

（
29
）  

『
経
国
集
』
引
用
作
品
の
原
文
は
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学　

中
（
下
）

Ⅱ

―
弘
仁
・
天
長
期
の
文
学
を
中
心
と
し
て
』（
塙
書
房
、
一
九
八
六
年
）
に
よ

る
。

（
30
）  

小
島
氏
注
（
29
）
前
掲
書
、「
経
国
集
詩
注
」、
二
六
六
〇
頁
に
よ
る
。

（
31
）  

小
島
氏
注
（
29
）
前
掲
書
、
二
七
一
八
―
二
七
一
九
頁
を
参
照
。

（
32
）  

井
実
氏
注
（
27
）
前
掲
論
文
、
二
九
―
三
〇
頁
に
詳
し
い
。

（
33
）  

井
実
氏
注
（
26
）
前
掲
論
文
、
四
頁
。

（
34
）  

「
副
思
」
の
意
味
は
未
詳
。
小
島
氏
注
（
29
）
前
掲
書
、
二
八
二
二
頁
の
注
釈
に

よ
る
と
、「
副
思
」
は
「
副
翰
」（
そ
え
手
紙
、
手
紙
に
添
え
る
こ
と
）
に
ち
な
ん
で
、

作
者
の
上
人
に
対
す
る
思
慕
に
添
え
て
贈
る
詩
の
意
か
、
と
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）  

小
島
氏
注
（
29
）
前
掲
書
、
二
八
一
八
―
二
八
一
九
頁
に
よ
る
と
、
首
聯
の
初
句

の
内
容
よ
り
み
て
、
三
船
の
在
野
時
代
の
作
と
も
み
ら
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
頸

聯
の
後
句
「
朝
隱
忘
衣
冠
」
か
ら
、
在
朝
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
36
）  

市
原
亨
吉
「
中
唐
初
期
に
お
け
る
左
江
の
詩
僧
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
報
』

二
八
、一
九
五
八
年
三
月
）
を
参
照
。


